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１．豊明市地域公共交通網形成計画策定の目的

１）社会情勢の変化と公共交通 

わたしたちが普段から利用する、電車、バス、タクシーといった公共交通。これらの公共交通が

身近にあることで、わたしたちは“移動”について不安なく過ごせています。しかしながら、人口

減少や少子高齢化、マイカーの普及による車社会の発展などにより、利用者は年々減少しています。

利用者が減少すると、公共交通を運行している事業者の経営状況は圧迫され、運行本数の削減や路

線の廃止をせざるを得なくなり、さらに公共交通利用者を減少させることになるなど、公共交通の

維持が難しくなります。 

公共交通は、わたしたちの移動に必要な手段の確保だけではなく、まちづくりや観光、健康づく

りなどといった様々な分野において重要な役割を担っています。公共交通がいつまでも身近に在り

続けるため、また、わたしたちのまちが住みやすく活力に満ちたものとするため、公共交通の必要

性や役割について見直さなければなりません。 

このような背景のもと、豊明市は、生活に必要な公共交通の形を示した「地域公共交通網形成計

画」を策定することとしました。この地域公共交通網形成計画とは、「わたしたちのまちの公共交通

は、このような考え方で整備します。」という宣言文です。市民、行政、交通事業者が協働して、公

共交通の現状や問題点から課題を見つけ、まちづくりと連携した公共交通の“網”を形づくるとと

もに、今後も公共交通を持続させていくために行うべき事業や施策を定めます。 

２）豊明市地域公共交通網形成計画の位置づけ 

地域公共交通網形成計画の策定にあたっては、第５次豊明市総合計画や第３次豊明市都市計画マ

スタープラン等の上位・関連計画との整合性を図りながら、地域の実状や市民のニーズを踏まえた

持続可能な公共交通網の形成に向けた方向性を定めます。なお、公共交通網形成の展開にあたって

は今後、具体的な路線、バス停、時刻の設定等について見直しを行います。 

図 地域公共交通網形成計画の位置づけ

第５次豊明市総合計画（全体的な方針）

第３次豊明市 

都市計画マスタープラン 

（まちづくりの基本方針） 

豊明市 

地域公共交通網形成計画 

（公共交通の基本方針） 

公共交通の見直し 

（網の再編） 
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３）豊明市地域公共交通網形成計画策定の必要性

本市のまちの未来像やまちづくりの理念を定めた第５次豊明市総合計画では、「みんなでつなぐ 

しあわせのまち とよあけ」という未来像のもと、特に交通の面では「交通の利便性がよく、市外か

ら人が移り住んだり、通勤・通学している」を、めざすまちの姿としています。この未来像の実現

において公共交通は、単に移動すること以外にも求められる役割は大きく、多岐にわたります。 

（１）人と人をつなぐ地域づくり 

公共交通は、いろんな世代の人が乗り合って利用するため、自動車のようなプライベートな空間

とは違い、他人を気にしなければなりません。しかし、そこでは利用者同士が世間話をしたり情報

交換を行うなど、会話や譲り合いといった“コミュニケーション”をとる機会が生まれます。公共

交通をとおしてコミュニケーションをとることが根付けば、地域内のいろんな世代とのつながりを

持つことができるようになります。 

例えば、岐阜市の芥見
あくたみ

東・南地区では、地域住民が中心となって「みどりっこバス」を運行して

います。みどりっこバスには住民や地元の中学生がボランティアでヘルパーとしてバスに乗り込む

など、地域が協力してバスを盛り上げています。これらの取り組みにより住民同士でのコミュニケ

ーションが生まれ、地域づくりの一役を担っています。 

このように、公共交通は人と人をつなぎ、地域づくりを支援することができます。そして、地域

内のコミュニケーションが増えることにより、地域の人とのつながりは強化され、地域内の防犯効

果やセーフティネットとしての役割も期待できます。 

（２）安心して住み続けられるまちづくり 

本市の人口のうち、65歳以上の割合は増加傾向にあると推測されています。また、多くの人が自

動車を利用していますが、高齢になると自分で運転することが困難になってきます。さらに近年で

は、高齢ドライバーの交通事故が増加し、社会問題となっています。このようなことから、高齢者

の免許証自主返納件数も増加傾向にあります。公共交通は、こういった車離れした高齢者をはじめ、

障がい者や子どもを含めた「交通弱者」と言われる人々にとっての移動手段として利用できます。

公共交通があることで、生活に必要な移動手段が確保されるとともに、外出機会の増加にもつなが

ります。また、子どもにとっては、公共性を学ぶ良い機会にもなります。公共交通が充実すること

は、子どもからお年寄りまで安心して住み続けられるために不可欠なものといえます。 

図 年齢階層別人口割合の推移と見込み

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」平成 25 年 3 月推計）
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（３）健康な生活の実現 

公共交通を利用するためには、バス停や駅まで歩くことが必要になります。東京都老人総合研究

所などの調査では、毎日外出する高齢者は、ほとんど家を出ない高齢者に比べ、歩行が不自由にな

るリスクが1/4、認知機能が低下するリスクが1/3.5になるとも言われています。スウェーデンの公

衆衛生調査2004によると、徒歩や公共交通を使う人は肥満リスクが30％低いと言われています。ま

た、厚生労働省の試算では1歩あたりの医療費削減効果は0.0014円とされています。 

公共交通を利用することは高齢者の健康増進につながり、のびのびと健康に暮らせることが期待

できます。 

（４）まちのにぎわい創出 

公共交通を利用して外に出ることで、まちなかに人が集まり、交流が生まれ、そこに「にぎわい」

が生まれます。そしてその「にぎわい」は、新しいお店や憩いの場を生み出し、さらなる「にぎわ

い」へと繋がります。第３次豊明市都市計画マスタープランにおいても「にぎわいと都市の活力を

引き出す」を目標としています。 

例えば、富山市では、公共交通を中心としたまちづくりを進めたことで、以前より多くの人でに

ぎわい、まちなかには、会話や読書を楽しむ人が利用する憩いの場が形成されています。 

このように、公共交通はまちなかに「にぎわい」を生み出す道具としての活用が期待されます。 

図 富山市のまちなかの様子

      （資料：富山市ホームページ、内閣府 次世代インフラ戦略協議会 第 7回配布資料） 

（５）観光地の魅力向上 

豊明市は「桶狭間の戦い」の舞台となったまちであり、市内には、「桶狭間古戦場伝説地」をはじ

め、織田信長と今川義元にゆかりのある史跡が点在しています。数的不利であった信長が大金星を

あげた一戦であったことにちなんで、「大金星のまち、とよあけ」として、観光振興に力を入れてい

ます。他にも、鉢花等の観賞用植物取引が日本一、世界でも５位を誇る「愛知県豊明花き地方卸売

市場」や「中京競馬場」など、魅力ある観光資源であふれています。しかしながら、それぞれの観

光地において一定数の来訪者は見込まれるものの、観光地間を結ぶ手段が存在していなかったため、

これまでは“点”としての魅力しかありませんでした。 

そこで、観光周遊ルートや観光ガイドタクシーといった公共交通を活用した観光施策を展開し、

“点”であった観光資源を“線”で繋ぎ合わせることで、観光地としての魅力をさらに向上させる

ことが期待できます。 
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（６）豊明市の“価値”上昇 

名古屋市南部に隣接している本市は、緑豊かで快適な居住環境を備えた名古屋都市圏の住宅都市

として発展を続けています。中でも、名古屋市へのアクセスの良さについては、“豊明市の魅力”と

して欠かすことのできないものです。この魅力を生み出しているのは公共交通であり、特に、市内

に３駅を有する名古屋鉄道の名古屋本線があることにより、おおよそ20分ほどで名古屋駅まで向か

うことができます。また、名鉄バスを利用して名古屋市営地下鉄の駅への移動もできます。 

このように、名古屋方面への公共交通の利便性が、本市の価値を上げる要因になっています。 

このように、公共交通は、高齢者や子どもたちへの移動手段の確保のみならず、人と人をつなぐ

地域づくり、安心、健康増進、にぎわい創出、観光、魅力、価値上昇といった幅広い効果が期待で

きる手段であり、まさに「まちづくりの装置」と言えます。このことから、豊明市がめざすまちの

姿の実現には、公共交通の維持・活性化は必要不可欠です。

豊明市は、地域公共交通網形成計画を策定することで、市内の公共交通の課題や市民ニーズを整

理し、市民や地域全体にとって望ましい公共交通のあり方や関係機関の役割を定め、持続可能な公

共交通網の形成をめざします。 
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２．豊明市の地域特性と公共交通の現状整理

１）豊明市の地域特性 

（１）人口の推移と見通し 

 高齢者（65 歳以上）人口は増加傾向にあり、年少（0-14 歳）人口は減少傾向にあります。

生産年齢（15-64 歳）人口は平成 7年までは増加していましたが、以降は減少傾向にあり

ます。 

 国立社会保障・人口問題研究所の推計では、今後も高齢化は進み、25年後の平成 52 年に

は、3人に１人が高齢者人口となる見込みです。 

図 年齢階層別人口の推移

（資料：平成 22 年以前は国勢調査、平成 23年以降はとよあけの統計（各年 1月 1日時点））

図 年齢階層別人口割合の推移と見込み（再掲）

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」平成 25 年 3 月推計）
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（２）人口密度とバス路線の状況 

 路線バス及びひまわりバスのルートと人口密度の状況をみると、人口密度の高いエリアを

バス路線がカバーしています。 

図 人口密度とバス路線の状況

※鉄道駅から 800m、バス停から 300m を公共交通利用圏域と設定 

（資料：平成 22 年国勢調査人口メッシュ） 
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（３）都市交通特性 

①目的別トリップ特性 

 中京都市圏パーソントリップ調査より、豊明市関連トリップの目的別トリップ構成を見る

と、この 20 年間（H3 年から H23 年）で自由目的が 4.8 ポイント増加している一方で、登

校目的が 2.0 ポイント、業務目的が 4.9ポイント減少しています。 

図 全手段目的別トリップ構成の推移

（資料：中京都市圏パーソントリップ調査） 

②代表交通手段別トリップ特性 

 豊明市関連トリップの代表交通手段別トリップ構成を見ると、この 20 年間（H3 年から H23

年）で自動車が 12.0 ポイント増加している一方で、徒歩が 6.8 ポイント減少しています。 

図 全目的代表交通手段別トリップ構成の推移

（資料：中京都市圏パーソントリップ調査） 
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（４）鉄道駅へのアクセス時間 

 公共交通を利用した各地域から市内鉄道駅までの所要時間をみると、市北部において、30

分以上を要する地域が存在しています。 

ただし、市北部において市外の最寄バス停を利用した場合は、地下鉄徳重駅、赤池駅へ

10～14 分（バス乗車時間のみ）でアクセスが可能※です。 

図 公共交通を利用した各地域から市内鉄道駅までの所要時間

（鉄道駅から 800m、バス停から 300m を公共交通利用圏域と設定） 

（資料；国土数値情報、名鉄バス HP、名古屋市交通局 HP、豊明市 HPより作成） 

※【名古屋市営バス】
藤塚一丁目→地下鉄徳重 14 分
みどりが丘公園→地下鉄徳重 14 分

【名鉄バス】
部田山→赤池駅 13 分
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２）上位・関連計画の整理 

（１）第５次豊明市総合計画（平成 28 年度～平成 37年度） 

①まちの未来像とまちづくりの理念 

第５次豊明市総合計画では、まちの未来像を「みんなでつなぐ しあわせのまち とよあけ」と

定め、まちづくりの理念を「安心、快適、健やか、つながり、誠実、元気、挑戦」としています。 

図 第５次豊明市総合計画基本構想

②公共交通関連の計画 

理念ごとの計画のうち、公共交通に関連する項目として「交通の利便性がよく、市外から人が移

り住んだり、通勤・通学している」をめざすまちの姿としています。 

図 第５次豊明市総合計画におけるめざすまちの姿
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（２）第３次豊明市都市計画マスタープラン（平成 29 年度～平成 38 年度） 

①将来都市像 

第３次豊明市都市計画マスタープランでは、将来都市像を「市民のしあわせを支え続け、未来に

向かって活気と活力を生み出す都市～暮らしやすさを維持・向上させるとともに、経済的にも自立

した都市づくり～」と定めています。 

図 第３次豊明市都市計画マスタープランにおける将来都市像

図 将来都市構造図
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②都市づくりの目標と方針 

第５次豊明市総合計画を踏まえ、第３次豊明市都市計画マスタープランの都市づくりの目標及び

方針を、以下のように設定しています。 
課
題
①
 
市
外
流
出
人
口
の
抑
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と
市
内
に
住
み
続
け
る
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が
で
き
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け
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の
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市
民
の
健
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・
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い
づ
く
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、
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齢
者
の
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参
加
を
促
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流
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ち
づ
く
り
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密
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や
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能
の
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正
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・
適
正
立

地
の
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導
 

課
題
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災
害
に
強
い
都
市
構
造
の
形
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と
空
家
や
空
地

対
策
、
減
災
へ
の
取
組
の
促
進
 

課
題
⑤
 
誰
も
が
移
動
し
や
す
い
交
通
体
系
を
確
立
し
、

土
地
利
用
施
策
と
公
共
交
通
施
策
の
一
体
的
展

開
に
よ
る
都
市
機
能
の
集
約
化
と
公
共
交
通
網

の
維
持
・強
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の
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立
 

課
題
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財
政
力
強
化
及
び
新
規
雇
用
に
つ
な
が
る
新
た

な
産
業
用
地
の
機
動
的
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課
題
⑦
 
前
後
駅
周
辺
や
地
域
の
生
活
中
心
地
で
の
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
機
能
強
化
・充
実
 

課
題
⑧
 
効
果
的
で
効
率
的
な
都
市
運
営
 

課
題
⑨
 
豊
明
の
個
性
と
魅
力
づ
く
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目
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①
 
生
涯
に
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り
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市
民
の
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康
を
育
み
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き
が
い
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り
を
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え
る
 

土
地
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用
の
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
豊

明
団

地
に

お
い

て
良

好
な

居
住

環
境

を
維

持
し

つ
つ

、
若

い
世

代
の

居
住

を
促

進

し
、
世
代

間
バ

ラ
ン
ス
を

確
保


身
近
な
生
活
圏
の
形
成
に
向
け
た
店
舗
の
維
持
等
や
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
の
整
備
等
の
推
進

都
市
施
設
整
備
の
方
針
 


誰

も
が
安

心
し

て
移
動
で

き
る

歩
行
環

境
を

確
保


各

拠
点
や

歴
史

文
化
資
源

等
を

結
ぶ
歩

行
者

・
自
転
車

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の

形
成


都

市
公
園

や
広

場
等
の
確

保
や

遊
具
の

適
切

な
維
持
管

理

目
標
②
 
拠
点
の
利
便
性
を
高
め
、
多
様
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
 

土
地
利
用
の
方
針
 


前

後
駅
周

辺
で

は
、
に
ぎ

わ
い

あ
る
拠

点
形

成
の
た
め

都
市

機
能
の

集
積


市

役
所
周

辺
で

は
、
幹
線

道
路

沿
い
へ

生
活

利
便
施
設

の
立

地
を
促

進
し

、
暮
ら
し
安

さ
を
向
上


豊
明
駅
や
豊
明
団
地
の
セ
ン
タ
ー
地
区
等
で
は
近
隣
住
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
を
確
保
す
る
た
め

生
活
利
便
施
設
を
集
積

都
市
施
設
整
備
の
方
針
 


公

共
交
通

結
節

機
能
の
強

化
・

充
実
に

よ
る

現
在
の
サ

ー
ビ

ス
水
準

の
維

持
・
強
化


利

用
者
ニ

ー
ズ

に
対
応
し

た
使

い
勝
手

の
良

い
生
活
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
形
成

市
街
地
整
備
の
方
針
 


低

未
利
用

地
や

公
的
不
動

産
の

有
効
活

用

目
標
③
 
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
、
ま
ち
の
質
を
高
め
る
 

都
市
施
設
整
備
の
方
針
 


狭
あ
い
道
路
等
の
解
消
に
よ
り
災
害
時
の
緊
急
車
両
の
通
行
を
容
易
に
す
る
な
ど
防
災
機
能
の
確
保


河

川
や
水

路
は

、
引
き
続

き
総

合
的
な

治
水

対
策
を
推

進


た

め
池
は

、
権

利
者
等
関

係
者

の
理
解

と
協

力
を
得
な

が
ら

、
適
切

な
維

持
管
理


公

共
下
水

道
（

汚
水
）
は

、
新

た
な
市

街
地

形
成
を
図

る
地

区
等
で

整
備

を
推
進


公

共
下
水

道
（

雨
水
）
は

、
河

川
と
の

役
割

分
担
の
上

、
治

水
対
策

を
推

進

市
街
地
整
備
の
方
針
 


低

未
利
用

地
や

公
的
不
動

産
等

の
有
効

活
用


空

家
の
実

態
把

握
や
対
応

策
の

検
討
を

行
い

、
総
合
的

な
空

家
対
策

を
推

進

都
市
防
災
の
方
針
 


下

水
道
機

能
の

強
化
や
総

合
的

な
治
水

対
策

を
進
め
、

雨
水

の
流
出

抑
制

を
促
進


避

難
路
や

避
難

場
所
の
確

保
、

都
市
施

設
や

市
街
地
の

防
災

機
能
の

強
化

等
を
推
進


市

民
の
自

主
防

災
活
動
へ

の
支

援
や
防

災
に

関
す
る
啓

発
活

動
を
推

進


防

犯
設
備

等
の

設
置
を
進

め
、

犯
罪
の

抑
止

力
の
強
化

目
標
④
 
に
ぎ
わ
い
と
都
市
の
活
力
を
ひ
き
出
す
 

土
地
利
用
の
方
針
 


都

市
拠
点

に
お

い
て
は
活

気
と

に
ぎ
わ

い
の

あ
る
拠
点

の
形

成
や
都

市
機

能
の
集
積


整

備
に
向

け
た

条
件
が
整

っ
た

場
合
、

住
宅

地
及
び
産

業
用

地
を
形

成

都
市
施
設
整
備
の
方
針
 


幹

線
道
路

は
隣

接
す
る
市

町
と

の
連
携
・
交

流
の
促
進

、
各

拠
点
へ

の
交

通
利
便
性
の

向
上
に
向

け
、

道
路
網
の

強
化


豊

富
な
自

然
環

境
の
残
る

二
村

山
緑
地

の
保

全
と
利
用

環
境
保
全
・
景
観
形
成
の
方
針
 


貴

重
な
自

然
環

境
等
の
保

全
や

、
市
内

に
残

る
里
山
や

田
畑

の
広
が

る
風

景
の
保
全


歴

史
文
化

資
源

の
保
護
及

び
継

承
、
情

報
発

信
や
観
光

ル
ー

ト
等
の

整
備

を
推
進


愛
知
豊
明
花
き
地
方
卸
売
市
場
を
有
す
る
こ
と
を
活
か
し
た
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進


市

民
と
行

政
の

協
働
に
よ

る
景

観
形
成

の
取

組
み
の
推

進

都
市
の
現
況
把
握
と
課
題
の
整
理
 

都
市
づ
く
り
の
目
標
・
都
市
づ
く
り
の
方
針
 

将 来 都 市 像

都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念

高
次
都
市
機
能
と
学
術
・
文
化
・
研
究
開
発
機
能

を
擁
し
た
、
世
界
と
交
流
す
る
環
伊
勢
湾
地
域
の

中
枢
都
市
づ
く
り
 

都
市
づ
く
り
の
目
標

①
人
口
動
向
等
を
踏
ま
え
た
住
居
系
市
街
地
の
形
成
に
向
け
た
目
標
 


主

要
な

鉄
道

駅
周

辺
に

お
け

る
誰

も
が

暮
ら

し
や

す

い
居

住
空
間
の

形
成

②
広
域
交
通
体
系
お
よ
び
公
共
交
通
網
構
築
に
向
け
た
目
標
 


鉄

道
と
道
路
の

機
能

の
強
化


公

共
交
通
網
の

維
持

・
強
化

③
産
業
動
向
等
を
踏
ま
え
た
工
業
系
市
街
地
の
形
成
に
向
け
た
目
標
 


次

代
を
担
う
工

業
系

市
街
地
の

形
成


IC

周
辺

や
既

成
工

業
地

等
の

周
辺

に
新

た
な

工
業

系

市
街

地
の
形
成

④
環
境
負
荷
が
小
さ
く
防
災
性
が
高
い
都
市
の
構
築
に
向
け
た
目
標
 


河

川
、
公
園
、
緑
地

、
道

路
な

ど
を
活

用
し

た
自
然

的

環
境

イ
ン
フ
ラ

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

を
形
成


地

震
、
水
害

等
の

災
害

に
強
い
都

市
 

 
 

 
 

 
等

ま
ち
の
未
来
像

み
ん
な
で
つ
な
ぐ
 
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
 
と
よ
あ
け
 

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

第
５
次
豊
明
市
総
合
計
画
 

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
 

（
名
古
屋
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
 

課
題
①
③
⑤
⑦

課
題
②
 

課
題
①
④
⑧

課
題
⑥
⑦
⑨

上
位
計
画
 

～ 暮 ら し や す さ を 維 持 ・ 向 上 さ せ る と と も に 、 経 済 的 に も 自 立 し た 都 市 づ く り ～

第
３
次
豊
明
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
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３）公共交通の現状整理 

本市の鉄道駅は、名古屋鉄道名古屋本線の3駅が存在しています。また、バス交通は、名古屋市

営バス、名鉄バス及び豊明市が運営するコミュニティバス「ひまわりバス」がサービスされていま

す。 

図 豊明市周辺公共交通網図（平成 28年度末時点）
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（１）サービス水準の整理 

以下に、鉄道、バス及びタクシー等のサービス水準を整理します。 

①鉄道 

 市南部と名古屋市、豊橋市を名古屋鉄道名古屋本線が結んでいます。 

 各駅の 1日当たりの運行本数に着目すると、豊明駅は 222本、前後駅は 385 本、中京競馬

場前駅は 191 本が運行しています。その中で、準急・急行は豊明駅が 80本、前後駅が 238

本、中京競馬場前駅が 44 本運行しています。 

表 鉄道のサービス水準 

■名古屋方面                       H28.8 現在 

■東岡崎・豊橋方面                    H28.8 現在 

※運行本数は各駅の発本数の合計 
（ ）内は準急または急行の発本数 

表 駅間運賃 

■名古屋鉄道名古屋本線（単位：円）              H28.8 現在 

（資料；名古屋鉄道 ホームページより）

始発 終発

名古屋鉄道名古屋本線 豊明
117
（43）

5:21 23:50

名古屋鉄道名古屋本線 前後
189
（115）

5:23 0:15

名古屋鉄道名古屋本線 中京競馬場前
91
（17）

5:25 23:54

運行本数
（本／日）

運行時間帯
駅名

始発 終発

名古屋鉄道名古屋本線 豊明
105
（37）

5:30 23:59

名古屋鉄道名古屋本線 前後
196
（123）

5:48 0:10

名古屋鉄道名古屋本線 中京競馬場前
100
（27）

5:46 0:08

駅名
運行本数
（本／日）

運行時間帯

豊明 前後
中京

競馬場前
神宮前 金山

名鉄
名古屋

東岡崎

豊明 - 170 190 350 400 400 400

前後 - - 170 350 350 400 400

中京競馬場前 - - - 300 350 400 450

（資料；名古屋鉄道 ホームページより） 
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②バス

 藤田保健衛生大学病院のバス停が、豊明市と名古屋市を接続する基点となっています。 

 ひまわりバスは、文化会館を拠点に運行されており、1便当たりの所要時間は約 20分か

ら 1時間 40 分となっています。 

表 豊明市内及び近隣市町バスのサービス水準 

※豊明団地線、吉池団地線（ ）内は唐竹公園行、中央公園行
※名古屋市営バスは起点となるバス停の藤田保健衛生大学病院の運行本数及び発時刻

名鉄バスは起点となるバス停の前後の発本数及び発時刻
公共施設連絡バス：各路線の起点となるバス停の発本数を運行本数及び発時刻
ひまわりバス 3 号 A コース（ ）内は 1 便目の起点となるバス停の若王子からの運行所要時間

（資料；名鉄バス、名古屋市交通局、刈谷市、大府市、東郷町、豊明市 各ホームページより）

始発 終着

徳重13
（藤田保健衛生大学病院―地下鉄原）

18 36分 6:19 22:16

徳重13
（藤田保健衛生大学病院―地下鉄徳重）

21 17分 6:38 23:01

徳重巡回 9 1時間2分 9:25 18:27

鳴子16 32 30分 6:22 22:55

緑巡回 9 1時間35分 8:08 17:43

豊明団地線
（前後―藤田保健衛生大学病院

豊明団地経由）
34 13分 6:32 22:28 対距離制

豊明団地線
（前後―地下鉄徳重

藤田保健衛生大学病院経由）
12 29分 8:45 22:12 対距離制

豊明団地線
（前後―藤田保健衛生大学病院・
地下鉄徳重経由―赤池駅）

19 54分 6:15 22:08 対距離制

豊明団地線
（前後―藤田保健衛生大学病院
文化会館・勅使台経由）

8 20分 9:30 16:50 対距離制

豊明団地線
（前後―勅使台　豊明団地経由）

5 12分 17:35 21:42 対距離制

豊明団地線
（前後―前後　豊明団地経由）

13
（4）

17分
（9分）

5:55
(20:05)

22:49
（23:04）

対距離制

祐福寺線
（前後―赤池駅　祐福寺経由）

6 33分 7:08 18:27 対距離制

吉池団地線
（前後―前後

豊明市役所・吉池団地経由）

25
（1）

24分
（12分）

6:36
（22:03)

21:48
（22:15）

対距離制

西境線
8

（片道）
1時間18分 6:35 20:58

東境線
8

（片道）
1時間 6:45 20:50

一ツ木線
5

（片道）
47分 7:05 20:52

東刈谷線
8

（片道）
1時間4分 6:40 20:20

小垣江線
8

（片道）
1時間4分 6:40 20:26

依佐美線
5

（片道）
56分 6:50 20:44

東コース 7 1時間5分 7:30 18:35

北コース 7 58分 7:30 18:28

西コース 7 1時間19分 7:15 19:04

南コース 7 1時間14分 7:30 18:44

中央コース 10 43分 8:00 18:43

西コース 12 46分 7:05 19:21

北コース 18 1時間5分 7:05 19:37

南北コース 9 1時間 7:15 19:18

1号循環型（右回り）Ａコース 4 1時間12分 12:54 18:28

1号循環型（右回り）Ｂコース 3 1時間30分 7:45 12:49

2号循環型（左回り）Ａコース 3 1時間11分 12:04 19:38

2号循環型（左回り）Ｂコース 4 1時間38分 8:15 18:22

3号　Ａコース 5
44分
（36分）

7:45 17:13

3号　Ｂコース 5 55分 8:26 18:13

3号　Ｃコース 2 17分 9:26 18:13

ひ
ま
わ
り
バ
ス

(

豊
明
市

)

1乗車100円

路線名
運行
所要時間

運行時間帯
料金

運行本数
（本／日）

じ

ゅ
ん

か
い
君

(

東
郷
町

)

名
古
屋
市
営
バ
ス
・
名
鉄
バ
ス

1乗車100円

1乗車100円

無料

ふ
れ
あ
い

バ
ス

(

大
府
市

)

公
共
施
設
連
絡
バ
ス

(

刈
谷
市

)

1乗車210円
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③タクシー 

 本市周辺に所在するタクシー営業所の保有車両数の合計は、536 台となっています。 

表 豊明市及び周辺市町に所在するタクシー営業所の保有車両台数 

（資料；H27 名古屋タクシー協会、愛知県タクシー協会 各ホームページより）

所在地 特大 大型 普通 福祉車両 合計

豊明市 0 0 73 0 73

緑区 0 0 225 0 225
東郷町 0 0 39 0 39
みよし市 0 0 18 0 18
刈谷市 4 0 170 7 181
合計 4 0 525 7 536
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（２）利用実態の整理 

本市における鉄道及びバスの利用実態を以下に整理します。

①鉄道 

 鉄道各駅の年間乗車人員は、平成 18 年度から 22年度にかけてやや減少傾向にありました

が、平成 23 年度以降は増加傾向にあります。 

図 鉄道各駅の年間乗降者数の推移 

 豊明駅及び前後駅は利用者の約７割が定期利用となっており、中京競馬場前駅はやや低く、

約６割が定期利用となっています。 

図 駅別定期率（H27） 

（資料；とよあけの統計）

（資料；とよあけの統計）

1,135 1,154 1,172 1,212 1,224 1,216 1,219 1,192 1,177 1,180 1,193 
1,241 1,218 1,244 

687 692 707 742 744 735 730 712 712 707 703 722 706 725 
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0
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1,400
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合計 前後駅 中京競馬場前駅 豊明駅

（万人）
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63.6%

68.0%

30.6%

36.4%

32.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明駅

中京競馬場駅

前後駅
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②バス 

ａ）路線バス 

 名鉄バスの利用者数は、横ばいもしくは微増傾向にあります。 

図 名鉄バスの路線別年間利用者数の推移 

ｂ）ひまわりバス 

 ひまわりバスの利用者数は、サービス水準の向上とともに増加し、平成 23 年にかけては

減少しましたが、平成 25 年の路線改正以降、再び増加傾向にあります。 

図 ひまわりバス年間利用者数の推移 
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３．豊明市地域公共交通に関する課題の整理

１）各種調査の概要 

（１）市民アンケート 

項 目 内 容 

調査対象 豊明市に居住する 15 歳以上の市民 

配布数 3,000 通 

抽出法 無作為抽出 

調査方法 配布・回収ともに郵送方式 

調査時期 平成 28 年 9 月 1 日～9月 15 日 

回収率 46.2％（インターネット回答含む） 

（２）バス乗降調査 

項 目 内 容 

調査対象 
豊明市内を運行するバス路線（名鉄バス、ひまわりバス）の対象便全利用者 
（名鉄バスの対象便はサンプリング、ひまわりバスは全便を対象） 

調査方法 バス車内でのヒアリング 

調査時期 
名鉄バス：平成 28年 9月 13 日（火）、18（日） 
ひまわりバス：平成 28年 9月 13 日（火）、14日（水）、18（日） 

回収票数 ひまわりバス：1,390 名鉄バス：2,342  

（３）バス利用者アンケート 

項 目 内 容 

調査対象 
豊明市内を運行するバス路線（名鉄バス、ひまわりバス）の対象便全利用者 
（名鉄バスの対象便はサンプリング、ひまわりバスは全便を対象） 

調査方法 バス車内でのヒアリング後、調査票を手渡しにて配布、郵送回収 

調査時期 
名鉄バス：平成 28年 9月 13 日（火）、18（日） 
ひまわりバス：平成 28年 9月 13 日（火）、14日（水）、18（日） 

回収率 24.7％ 

（４）主要集客施設利用者調査 

項 目 内 容 

調査対象 
市民アンケートにおける「バスで行きたい施設」の集計結果より、上位 6 位を主
要集客施設として抽出し、その施設利用者を対象とした。 

調査方法 各施設の出入口でのヒアリング 

調査時期 
ピアゴ豊明店、アオキスーパー前後店：平成 28年 10月 16 日（日） 
名鉄前後駅、藤田保健衛生大学病院、コープあいちとよあけ店、豊明市役所 
：平成 28年 10 月 18 日（火） 

（５）事業者・関係団体等調査 

項 目 内 容 

調査対象 
ピアゴ豊明店、アオキスーパー前後店、特別養護老人ホーム豊明苑、豊明老人保
健施設 

調査方法 各施設の職員へのヒアリング 
調査時期 平成 28 年 11 月 

（６）公共交通懇談会 

項 目 内 容 

開催テーマ 
市内地域公共交通をデザインしよう！

～使い勝手の良い公共交通ネットワークのあり方について～
開催概要 基調講演（松本 幸正 教授）及びグループワーク（意見交換会） 
開催時期 平成 28 年 12 月 11日（日） 
開催場所 豊明市立中央公民館 
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２）課題の整理 

項目 市民・地域・利用者の主なニーズ等 地域公共交通に関する個別課題 

地域特性と

公共交通の

現状 

高齢者（65 歳以上）人口は増加傾向、今後も高齢化は進み、25年後の平成 52 年には、3人に１人が高齢者人口となる見込み。 
特に名鉄本線南側の既成市街地や豊明団地等の住宅団地では、平成 12 年～22 年の 10年間で高齢者人口密度が 5人/ha 以上増加している。 

A① 将来的な高齢化の進展への対応 

豊明市関連トリップの代表交通手段別トリップ構成は、この 20年間（H3年から H23 年）で自動車が約 49％→61％と約 12ポイント増加している。 
近年、高齢者ドライバーによる交通死亡事故発生件数が増加している。 

A② 高齢者の自動車利用からバス利用への転換促進 

通勤・通学先は市内に次いで名古屋市が最も多く、次いで刈谷市の順に多い。 A③ 通勤・通学需要を支える公共交通サービスの確保 
市北部において、鉄道駅まで 30 分以上を要する地域が存在する。 A④ バスによる鉄道駅へのアクセス利便性の向上 
鉄道各駅の年間乗降客数は増加傾向、名鉄バスの利用者数は微増傾向、ひまわりバスの利用者数は平成 25 年の路線改正以降、増加傾向にある。 A⑤ 日常生活の移動手段として定着している公共交通の維持 

市民アンケ

ート 

運転免許証保有者の約 82％が、将来的に運転免許証の返納を考えており、返納後の移動手段は、「鉄道」「バス」の公共交通の利用が約 71％を占める。
70 歳以上の高齢者のお出かけの目的は、買物が約 53％、通院が約 17％と多くを占める。 

B① 高齢者の移動手段として重要な役割を果たす公共交通の維持

移動してもよいと思う、駅やバス停までの徒歩での所要時間は、ひまわりバスでは「1分～5分」が約 68％を占める。 B② 自宅や施設から最寄バス停までのアクセス利便性の向上 
普段の最も多いおでかけの目的地は、「豊明市外」が約 48％を占めており、「豊明市内」の約 46％と同程度多くみられる。 B③ 市域を超える広域的な移動需要への対応 
鉄道の利用率は、「月に数日程度」の利用が約 28％となっているが、鉄道駅までのアクセス時間を要する沓掛小学校区では約 18％と低い。 
鉄道を利用するための条件は、「自宅などから最寄りバス停まで近ければ利用する」が約 27％、次いで「自宅から乗車駅までの移動手段があれば利用す
る」が約 26％となっている。 

B④ 鉄道非利用者が利用可能となる鉄道駅アクセス手段の確保 

バスの利用率は、名鉄バス約 38％、ひまわりバス約 15％となっている。名鉄バスが地区内を運行していない大宮小学校区、舘小学校区では名鉄バスの
利用割合が低く、中央小学校区、沓掛小学校区では、ひまわりバスが運行されているものの、その利用割合は低い。 

B⑤ バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 

公共交通に対する満足度は、「不満＋やや不満」が約 49％で、「満足＋やや満足」の約 45％をやや上回る。 
特に、沓掛小学校区では「不満＋やや不満」が約 78％と、公共交通に対する不満足度が高い。 

B⑥ 公共交通に対する不満項目への対応 

バスを利用するための条件は、名鉄バスでは「最寄りバス停が近ければ利用する」が約 30％と最も高く、ひまわりバスでは「運行本数が多ければ利用
する」が 26％で最も高い。利用するための条件が改善された場合、「利用する」が約 37～48％で、「利用しない」の約 26～37％を上回る。 

B⑦ バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 

タクシーの利用率は、「月に数日程度」の利用が約 7％存在する。利用の理由は「飲酒していたから」が約 31％、「荷物があって大変だったから」が 30％
となっているが、沓掛地区、双峰地区では「バスの始発前・終発後だったから」が約 33～35％と高く、鉄道やバスを補完する形で利用されている。 

B⑧ 鉄道、バスを補完する公共交通としてのタクシーの維持 

バスで行きたい市内の施設は、「ピアゴ豊明店」、「名鉄前後駅」、「藤田保健衛生大学病院」が多い。 
バスで行きたい周辺市町の施設は、「イオン大高店」をはじめとした商業施設が多いが、沓掛小学校区では「地下鉄徳重駅」、「ピアゴ井ヶ谷店（刈谷市）」
が多く、舘小学校区では「ピアゴ清水山店」、「有松ジャンボリー」が多い。 

B⑨ 市内外の商業施設や医療施設等、日常的な生活行動への対応
B⑩ 地域特性に応じた移動ニーズへの対応 

ひまわりバスがサービスすべき利用対象者については、「高齢者にとっての移動手段」が約 69％となっている。 B⑪ 高齢者が利用しやすいバスサービスの提供 
ひまわりバスに期待する運行形態については、「駅へ行きやすくすること」が約 42％、次いで「主要施設へ行きやすくすること」が約 38％、「市内のど
こからでもバスが利用できること」が約 37％となっている。 

B⑫ バスによる鉄道駅・主要施設へのアクセス利便性の向上 

ひまわりバスに期待する役割については、「バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割」が 50％、次いで「まちづくりと連携し、
市を活性化させる役割」が約 41％となっている。 

B⑬ まちづくりと一体となった公共交通体系のあり方の検討 

今後もひまわりバスを運行するための費用負担に対する考えは、「市の負担は現状程度でよい」が約 48％を占める。 
地域公共交通の維持のための取組みに対する参加意向は、「公共交通を積極的に利用する」が約 43％、「企業の協賛金や広告費などを募り、収入を増や
す」が約 33％、「地域が主体となり、地域の特性やニーズに応じた新たな公共交通を運行する」が約 19％となっている。 

B⑭ 公共交通の維持に向けた住民参加意欲への対応 

バス乗降調

査 

ひまわりバス１号、２号は「65 歳以上」の高齢者が約 68～72％を占めるが、ひまわりバス３号は「小学生」の利用が約 31％を占める。 C① 路線により異なるバスの利用特性を踏まえた検討 
ひまわりバス利用者の乗り継ぎ割合は約 23％～28％となっており、乗り継ぎ先は「名鉄名古屋本線」が約 61％～79％と多いが、ひまわりバス３号利用
者の乗り継ぎ先は「ひまわりバス」が約 32％と多い。 
名鉄バス利用者の乗り継ぎ割合は約 69％～92％と高く、乗り継ぎ先は「名鉄名古屋本線」が約 89～98％を占める。 

C② 鉄道と名鉄バスの乗り継ぎ機能の確保 

バス利用者

アンケート 

ひまわりバス利用者の不満項目は「運行本数」が約 62％、乗り継ぎに関する項目も約 43～44％と不満の割合が高い。 
名鉄バス利用者の不満項目は「運行本数」が約 45％、「運行している時間帯」が約 49％、「バス停の待合環境」が約 36％となっている。 

D① ひまわりバス利用者の不満が高い「運行本数」「乗り継ぎ利便
性」の改善 

ひまわりバスの社会的な機能や役割について、「主要施設へ行きやすくすること」、「バスが便利に利用できること」、「市を活性化させる役割」は、重要
な項目としながら、役割の達成度の評価は低い。 
名鉄バスの社会的な機能や役割について、「通勤や通学などの主に朝夕の移動手段」、「自動車を利用できない時の移動手段」は、重要な項目であるが、
役割の達成度の評価も高い。 

D② 重要度が高く、達成度が低い項目（主要施設へ行きやすくす
ること、バスが便利に利用できること、市を活性化させる役
割）への対応 

市内のバス路線に求めるサービスについては、「各地域から鉄道駅や市内の主要施設へ、短い所要時間で結んでほしい」が 40％と最も高い。 D③ 路線機能の明確化とバスの速達性向上の検討 
主要集客施設
利用者調査 

バス利用が可能となる条件は、いずれの施設も「運行本数が多い」が最も多く、次いで「自宅や目的地からバス停まで近い」、「乗り継ぎがない」が多い。
E① バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 

改善された場合の利用意向は、「利用する＋多分利用する」が約 34～63％となっている。 

事業者・関係

団体等調査 

商業施設職員からは、「公共交通の時刻に合わせて施設に行くことは出来ても、帰りに公共交通が利用できない」、「職員の通勤に利用できる公共交通が
ない」といった意見が出ている。 

F① 施設の利用ニーズに応じたバスサービスの提供 

福祉施設職員からは「バス停が遠く、施設利用者の家族（特に高齢の夫または妻）が訪問する際に不便」といった意見が出ている。 F② バスによる福祉施設へのアクセス利便性の向上 

公共交通懇

談会 

地域の声として、利用促進のために「ひまわりバスのルート・ダイヤをわかりやすく情報提供する」、「行政や商業施設と連携して利用ごとにスタンプ押
印、利用金額に応じて運賃を無料にする」といった意見や、「新たに開通する名古屋岡崎線を経由して徳重方面へのバス路線を新設してほしい」といっ
た意見や、「東郷町じゅんかい君への連絡を密にしてほしい」といった意見が出ている。 

G① バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 
G② 地域住民の意見を踏まえた新たな運行形態の検討 

上位・関連計

画における

まちづくり

の方向性 

第５次豊明市総合計画では、めざすまちの姿の一つとして「交通の利便性がよく、市外から人が移り住んだり、通勤・通学している」をめざし、市が取
り組む中施策として「公共交通の利便性を良くする」が挙げられている。 

H① 将来都市像実現のための公共交通体系のあり方の検討第３次豊明市都市計画マスタープランでは、将来都市構造として、コンパクトにまとまった生活圏や高い都市機能集積といった都市構造上の特徴や魅力
をもとに、『市民のしあわせを支え続け、未来に向かって活気と活力を生み出す都市』をめざしている。 
また、都市づくりの目標の一つとして「拠点の利便性を高め、多様な移動手段を確保する」をめざしている。 



19 

【地域公共交通に関する個別課題】 

A④ バスによる鉄道駅へのアクセス利便性の向上 
B② 自宅や施設から最寄バス停までのアクセス利便性の向上 
B④ 鉄道非利用者が利用可能となる鉄道駅アクセス手段の確保 
B⑤,E①,G① バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 
B⑨ 市内外の商業施設や医療施設等、日常的な生活行動への対応 
B⑫ バスによる鉄道駅・主要施設へのアクセス利便性の向上 
C② 鉄道と名鉄バスの乗り継ぎ機能の確保 
D② 重要度が高く、達成度が低い項目（主要施設へ行きやすくすること、バスが便利に利用で

きること、市を活性化させる役割）への対応 
D③ 路線機能の明確化とバスの速達性向上の検討 
F① 施設の利用ニーズに応じたバスサービスの提供 
F② バスによる福祉施設へのアクセス利便性の向上 
H① 将来都市像実現のための公共交通体系のあり方の検討 

課題①：鉄道駅や主要施設に行きやすい公共交通体系の構築

市民アンケートによる鉄道の利用率は、市全体で「月に数日程度」の利用が約 28％である一方、

鉄道駅までの所要時間を要する沓掛小学校区（一部では鉄道駅まで公共交通を利用して 30分以上を

要する）では約 18％と低くなっています。鉄道を利用するための条件は、「自宅などから最寄りバ

ス停まで近ければ利用する」が約 27％、次いで「自宅から乗車駅までの移動手段があれば利用する」

が約 26％となっています。また、移動してもよいと思う、駅やバス停までの徒歩での所要時間は、

ひまわりバスでは「1 分～5 分」が約 68％を占めており、鉄道駅までのアクセス手段の確保、バス

停の近接性が求められています。 

市民アンケートによるひまわりバスに期待する運行形態については、「駅へ行きやすくすること」

が約 42％、次いで「主要施設へ行きやすくすること」が約 38％、「市内のどこからでもバスが利用

できること」が約 37％となっています。 

一方、バス利用者アンケートによるひまわりバスの社会的な機能や役割について、「主要施設へ行

きやすくすること」、「バスが便利に利用できること」は、重要な項目としながら、役割の達成度の

評価は低くなっています。また、市内のバス路線に求めるサービスについては、「各地域から鉄道駅

や市内の主要施設へ、短い所要時間で結んでほしい」が 40％と最も高くなっており、鉄道駅や主要

施設への行きやすさが求められています。 

市民アンケートによるバスで行きたい市内の施設は、「ピアゴ豊明店」、「名鉄前後駅」、「藤田保健

衛生大学病院」が多くなっています。 

商業施設職員へのヒアリングでは、「公共交通の時刻に合わせて施設に行くことは出来ても、帰り

に公共交通が利用できない」、「職員の通勤に利用できる公共交通がない」といった意見が出ていま

す。また、福祉施設職員へのヒアリングでは、「バス停が遠く、施設利用者の家族（特に高齢の夫ま

たは妻）が訪問する際に不便」といった意見が出ています。 

これらより、鉄道駅や主要施設に行きやすい公共交通体系の構築が必要です。 
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 ▼鉄道を利用する頻度 ▼鉄道を利用するための条件

（資料：市民アンケート） 

▼移動してもよいと思う、駅やバス停までの徒歩での所要時間（ひまわりバス）

（資料：市民アンケート）

▼ひまわりバスに期待する運行形態

（資料：市民アンケート）

15.9

12.8

7.4

7.6

12.3

11.7

10.7

3.8

8.1

5.9

10.2

7.6

7.0

2.6

2.9

5.3

3.9

3.3

7.7

6.8

11.8

5.1

26.8

30.9

27.4

18.0

33.3

28.6

26.2

32.7

29.7

23.5

27.8

38.9

39.1

48.7

47.7

40.4

45.5

42.6

46.2

41.9

35.3

43.5

8.3

9.5

13.0

22.7

7.9

9.7

13.1

7.7

9.5

5.9

11.6

2.5

0.8

0.9

1.2

0.9

0.6

4.1

1.9

4.1

17.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

ほぼ毎日 週に数日程度 月に数日程度 年に数日程度 利用していない 無回答

26.1

13.0

17.4

3.1

26.7

13.0

9.3

34.8

20.5

0 10 20 30 40 50 60

自宅から乗車駅までの移動手段があれば利用する

降車駅から目的地までの移動手段があれば利用する

バスと鉄道の乗り継ぎ時間が合えば利用する

駅まで行くバスの遅延が無ければ利用する

自宅などから最寄りバス停まで近ければ利用する

駅まで行くバスの運賃が安ければ利用する

駅まで行くバスのダイヤやルートなどの情報がわかれば利用する

その他

無回答

（%）市計 (n=161)

※複数回答

3.8

7.0

1.7

5.2

4.4

7.1

5.7

3.8

2.7

5.9

4.8

14.0

23.9

20.4

19.2

17.5

19.5

18.9

22.1

12.2

17.6

19.3

43.3

39.5

46.5

48.8

45.6

48.7

44.3

36.5

41.9

41.2

44.1

22.9

18.1

13.9

11.6

23.7

13.6

20.5

16.3

16.2

16.9

7.0

5.3

6.1

4.7

6.1

1.9

0.8

7.7

2.7

5.9

4.9

1.3

0.8

3.5

2.9

0.9

0.6

0.8

1.9

5.4

1.9

7.6

5.3

7.8

7.6

1.8

8.4

9.0

11.5

18.9

29.4

8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

1分 3分 5分 10分 15分 20分以上 無回答

42.1

37.9

11.5

37.3

13.5

11.5

9.4

12.0

0 10 20 30 40 50 60

市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること

市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること

隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること

市内をくまなく回り、市内のどこからでもバスが利用できること

利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること

決まった路線を決まった時間に走っていること

事前に予約をすると、自宅近くまで迎えに来てくれること

無回答

（%）市計 (n=1387)

※複数回答
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▼ひまわりバスの社会的な機能や役割についての重要度と達成度の相関図

（資料：バス利用者アンケート）

▼豊明市内のバス路線に求めるサービス

（資料：バス利用者アンケート）

▼豊明市内のバスで行きたい施設（上位 15施設）

（資料：市民アンケート）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2

重
要
度
（
平
均
点
）

達成度（平均点）

重要度

達
成
度

重要度23項目平均点

3.47

達成度23項目平均点

2.70

2.55 ■⑱

1.89

①高齢者にとっての移動手段

②障がいをもった方々にとっての移動手段

③学生、生徒にとっての移動手段

④子育て世代にとっての移動手段

⑤自動車を利用できない時の移動手段

⑥鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段

⑦通勤や通学などの主に朝夕の移動手段

⑧通院や買い物などの主に日中の移動手段

⑨市役所などの主要な公共施設へ行くための移動手段

⑩公民館などの地域の公共施設へ行くための移動手段

⑪隣接市町にある施設に行くための交通手段

⑫市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること

⑬市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること

⑭隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること

⑮市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること

⑯利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること

⑰決まった路線を決まった時間に走っていること

⑱事前に予約をすると、自宅近くまで迎えにきてくれること

⑲バス利用によって、交通事故を減らす役割

⑳まちづくりと連携し、市を活性化させる役割

㉑自動車交通を抑制し、道路混雑や環境負荷を軽減する役割

㉒バス利用によって、交通事故を減らす役割

㉓バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割

16.6

40.0

21.4

6.4

27.2

1.3

15.5

30.2

3.1

8.6

13.9

0 10 20 30 40 50

所要時間は長くなっても、自宅や目的地の近くにきめ細かくバス停を設置してほしい

各地域から鉄道駅や市内の主要施設へ、短い所要時間で結んでほしい

乗り継ぎをすることで市内各地に行けるようにしてほしい

長大な路線にして、乗り継ぎをなくしてほしい

運賃を高くしても、運行本数を増やしてほしい

運行本数を減らし、運賃を安くしてほしい

現在よりも朝早くから運行してほしい

現在よりも夜遅くまで運行してほしい

予約をしてでも、自宅や目的地の近くまで迎えに来てほしい

その他

無回答

（%）バス利用者計(n=453)

※複数回答

144

142

102

78

63

63

54

49
45

35

32

28

25

20

19

0 20 40 60 80 100 120 140 160

ピアゴ豊明店

名鉄前後駅

藤田保健衛生大学病院

コープあいちとよあけ店

豊明市役所

アオキスーパー前後店

豊明市立図書館

アオキスーパー豊明店

豊明市文化会館

ＦＥＥＬ豊明店

豊明市福祉体育館

アオキスーパー

名鉄豊明駅

TSUTAYA豊明店

サンフレッシュ豊明本店
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【地域公共交通に関する個別課題】 

A③ 通勤・通学需要を支える公共交通サービスの確保 
B③ 市域を超える広域的な移動需要への対応 
B⑨ 市内外の商業施設や医療施設等、日常的な生活行動への対応 
C② 鉄道と名鉄バスの乗り継ぎ機能の確保 

課題②：周辺市町をはじめ、市域を超える広域的な移動需要への対応

国勢調査による市民の通勤先は、市内 36％に次いで、名古屋市 25％、刈谷市 8％となっており、

市外へ通勤する人の割合が半数を超えています。通学先も、市内 34％に次いで、名古屋市 29％、刈

谷市 8％となっており、市外へ通学する人の割合が半数を超えています。 

市民アンケートによる普段の最も多いおでかけの目的地は、「豊明市外」が約 48％を占めており、

「豊明市内」の約 46％と同程度多くみられます。 

市民アンケートによるバスで行きたい周辺市町の施設は、「イオン大高店」、「ヒルズウォーク徳重

ガーデンズ」、「刈谷ハイウェイオアシス」といった商業施設が多く、「地下鉄徳重駅」をはじめとし

た鉄道駅も多くなっています。また、近隣市町において大規模商業施設の建設計画もあることから、

新たな移動需要も見込まれます。 

乗降調査によるひまわりバス利用者の乗り継ぎ割合は約 23％～28％とそれほど高くありません

が、その乗り継ぎ先は「名鉄名古屋本線」が約 61％～79％を占めています。名鉄バス利用者の乗り

継ぎ割合は約 69％～92％と高く、乗り継ぎ先は「名鉄名古屋本線」が約 89～98％を占めています。

このようにバスから鉄道への乗り継ぎ需要が多いことから、市外への移動需要が多いことが伺えま

す。 

公共交通懇談会では、「新たに開通する名古屋岡崎線を経由して徳重方面へのバス路線を新設して

ほしい」といった意見や、「東郷町じゅんかい君への連絡を密にしてほしい」といった、公共交通に

よる市外への連絡を希望する意見が出されています。 

これらより、通勤・通学や普段のおでかけ等、日常的に市外への移動が多く、今後も市外の商業

施設等への移動需要が見込まれることから、周辺市町をはじめ、市域を超える広域的な移動需要へ

の対応が必要です。 

▼国勢調査による通勤・通学先

刈谷市 
2,574 人 
(8％) 

安城市 
615 人 
(2％)

岡崎市 
505 人 
(1％) 

豊田市 
1,653 人 
(5％) 

東郷町 
492 人 
(1％)

日進市 
414 人 
(1％)

みよし市 
671 人 
(2％) 

名古屋市 
8,525 人 
(25％)

知立市
403人 
(1％)

大府市 
1,409 人 
(4％) 

【通勤・流出】

豊明市内 
12,358 人 
(36％)

豊橋市 
33 人 
(1％) 

【通学・流出】 

長久手市 
32 人 
(1％) 

刈谷市 
321 人 
(8％) 

安城市 
53 人 
(1％) 

岡崎市 
60 人 
(2％)

豊田市 
48 人 
(1％) 

日進市 
109 人 
(3％)

名古屋市 
1,108 人 
(29％) 

知立市
152人 
(4％)

大府市 
60 人 
(2％) 

豊明市内 
1,309 人 
(34％) 

（資料：平成 22 年国勢調査）
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▼最も多いお出かけの目的地 ▼周辺市町のバスで行きたい施設（上位 15施設）

（資料：市民アンケート）

▼乗り継ぎ状況

▼乗り継ぎ先交通手段

48.4

46.1

43.0

45.9

44.7

54.5

41.8

46.2

43.2

23.5

45.9

40.8

48.1

47.8

47.7

51.8

37.7

49.2

46.2

50.0

41.2

46.3

2.5

2.5

2.2

1.7

2.6

1.6

2.9

1.9

8.3

3.3

7.0

4.7

3.5

5.2

7.4

4.8

6.8

35.3

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

豊明市内 県内他市町村 県外 無回答

129

60

55

45

31

28

23

20

18

14

13

13

13

11

9

0 20 40 60 80 100 120 140

イオン大高店

ヒルズウォーク徳重ガーデンズ

地下鉄徳重駅

刈谷ハイウェイオアシス

アイ・モール三好

イオン

アピタ緑店

ザ・ビッグエクストラ刈谷店

名古屋駅

ピアゴ井ヶ谷店

イオンタウン刈谷

栄

刈谷駅

有松ジャンボリー

アオキスーパー鳴海店

（資料：乗降調査）

（資料：乗降調査）
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【地域公共交通に関する個別課題】 

B⑬ まちづくりと一体となった公共交通体系のあり方の検討 
D② 重要度が高く、達成度が低い項目（主要施設へ行きやすくすること、バスが便利に利用で

きること、市を活性化させる役割）への対応 
G① バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 
G② 地域住民の意見を踏まえた新たな運行形態の検討 
H① 将来都市像実現のための公共交通体系のあり方の検討 

課題③：まちづくりと一体となった戦略的な公共交通の展開

第５次豊明市総合計画では、めざすまちの姿の一つとして「交通の利便性がよく、市外から人が

移り住んだり、通勤・通学している」をめざし、市が取り組む中施策として「公共交通の利便性を

良くする」が挙げられています。 

第３次豊明市都市計画マスタープランでは、将来都市構造としてコンパクトにまとまった生活圏

や高い都市機能集積、豊富な自然資源・歴史文化資源といった都市構造上の特徴や魅力をもとに、

暮らしやすさを維持・向上させるとともに、経済的にも自立した都市づくりを進めることを基本理

念に、『市民のしあわせを支え続け、未来に向かって活気と活力を生み出す都市』をめざしています。

また、都市づくりの目標の一つとして「拠点の利便性を高め、多様な移動手段を確保する」をめざ

しています。 

市民アンケートによるひまわりバスの役割については、「バスを走らせることで、いつまでも住み

続けられる街とする役割」が 50％、「まちづくりと連携し、市を活性化させる役割」が約 41％とな

っており、市民意識の中でもバスによる市の活性化や、まちづくりとの連携が期待されています。 

一方、バス利用者アンケートによるひまわりバスの社会的な機能や役割について、「市を活性化さ

せる役割」は、重要な項目としながら、役割の達成度の評価は低くなっています。 

これらより、公共交通は、単なる移動手段のみならず、人々の外出機会を創出し、人と人が交流

する場を提供する役割も担うことから、本市がめざす将来都市像の実現に合わせた公共交通網の形

成等、まちづくりと一体となった戦略的な公共交通の展開が必要です。 

▼第５次豊明市総合計画におけるめざすまちの姿（再掲）
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▼第３次豊明市都市計画マスタープランにおける将来都市像（再掲）

▼ひまわりバスに期待する役割

（資料：市民アンケート）

▼ひまわりバスの社会的な機能や役割についての重要度と達成度の相関図（再掲）

（資料：バス利用者アンケート）

38.0

41.4

13.1

7.4

50.0

14.6

0 10 20 30 40 50 60

市内の各地域を結び、地域間の交流を促進する役割

まちづくりと連携し、市を活性化させる役割

自動車交通を抑制し、道路混雑や環境負荷を軽減する役割

バス利用によって、交通事故を減らす役割

バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割

無回答

（%）市計 (n=1387)

※複数回答

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑲

⑳

㉑

㉒

㉓

2.8

2.9

3.0

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4.0

2.2 2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2

重
要
度
（
平
均
点
）

達成度（平均点）

重要度

達
成
度

重要度23項目平均点

3.47

達成度23項目平均点

2.70

2.55 ■⑱

1.89

①高齢者にとっての移動手段

②障がいをもった方々にとっての移動手段

③学生、生徒にとっての移動手段

④子育て世代にとっての移動手段

⑤自動車を利用できない時の移動手段

⑥鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段

⑦通勤や通学などの主に朝夕の移動手段

⑧通院や買い物などの主に日中の移動手段

⑨市役所などの主要な公共施設へ行くための移動手段

⑩公民館などの地域の公共施設へ行くための移動手段

⑪隣接市町にある施設に行くための交通手段

⑫市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること

⑬市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること

⑭隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること

⑮市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること

⑯利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること

⑰決まった路線を決まった時間に走っていること

⑱事前に予約をすると、自宅近くまで迎えにきてくれること

⑲バス利用によって、交通事故を減らす役割

⑳まちづくりと連携し、市を活性化させる役割

㉑自動車交通を抑制し、道路混雑や環境負荷を軽減する役割

㉒バス利用によって、交通事故を減らす役割

㉓バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割
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課題④：わかりやすく誰もが利用しやすい公共交通サービスの提供

本市の高齢者（65 歳以上）人口は増加傾向にあり、国立社会保障・人口問題研究所の推計では、

今後も高齢化は進み、25年後の平成 52年には、3人に１人が高齢者人口となる見込みとなっていま

す。 

中京都市圏パーソントリップ調査による豊明市関連トリップの代表交通手段別トリップ構成は、

この 20 年間（H3 年から H23 年）で自動車が約 49％→61％と約 12ポイント増加しています。また、

近年は高齢者ドライバーによる交通死亡事故発生件数が増加していることから、高齢者の自動車利

用からバス利用への転換が求められます。 

市民アンケートでは、運転免許証保有者の約 82％が、将来的に運転免許証の返納を考えており、

返納後の移動手段は、「鉄道」「バス」の公共交通の利用が約 71％を占めています。また、ひまわり

バスがサービスすべき利用対象者については、「高齢者にとっての移動手段」が約 69％を占めてい

ます。このように、今後増加する高齢者の移動手段として公共交通への期待が大きいことが伺えま

す。 

一方、普段外出しない方、できない方の理由として「心身的な要因により外出が困難だから」が

約 24％、「外出する用事がないから」が約 39％となっており、お出かけすること自体にハードルを

お持ちの方も存在します。 

市民アンケートによる公共交通の満足度は、「不満＋やや不満」が約 49％で、「満足＋やや満足」

の約 45％をやや上回っています。バスを利用するための条件は、名鉄バスでは「最寄りバス停が近

ければ利用する」が約 30％と最も高く、ひまわりバスでは「運行本数が多ければ利用する」が 26％

で最も高くなっており、利用するための条件が改善された場合、「利用する」が約 44～48％で、「利

用しない」の約 26～37％を上回っています。 

バス利用者アンケートでは、ひまわりバス利用者の不満項目は「運行本数」が約 62％、乗り継ぎ

に関する項目も約 43～44％と不満の割合が高くなっています。名鉄バス利用者の不満項目は「運行

本数」が約 45％、「運行している時間帯」が約 49％、「バス停の待合環境」が約 36％となっていま

す。 

主要集客施設利用者調査による、施設利用者のバス利用が可能となる条件は、「運行本数が多い」

が最も多く、次いで「自宅や目的地からバス停まで近い」、「乗り継ぎがない」が多くなっており、

改善された場合の利用意向は、「利用する＋多分利用する」が約 34～63％となっています。 

公共交通懇談会では、利用促進のために「ひまわりバスのルート・ダイヤをわかりやすく情報提

供する」といった意見が出ています。 

これらより、公共交通に対する不満項目への対応を図り、わかりやすく、今後増加する高齢者を

はじめ、子ども、子育て世代、障がい者等、誰もが利用しやすい公共交通サービスの提供が必要で

す。

【地域公共交通に関する個別課題】 

A① 将来的な高齢化の進展への対応 
A② 高齢者の自動車利用からバス利用への転換促進 
B① 高齢者の移動手段として重要な役割を果たす公共交通の維持 
B⑤,E①,G① バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 
B⑥ 公共交通に対する不満項目への対応 
B⑦ バス非利用者が利用可能となるバスサービスの確保 
B⑪ 高齢者が利用しやすいバスサービスの提供 
D① ひまわりバス利用者の不満が高い「運行本数」「乗り継ぎ利便性」の改善 
F② バスによる福祉施設へのアクセス利便性の向上 
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28% 24% 19% 16% 15% 15% 14% 13% 12% 12% 11% 11% 11%

67% 70% 73% 74% 72% 69% 65% 62% 61% 61% 61% 59% 56%

5% 7% 8% 10% 13% 17% 21% 25% 26% 27% 28% 31% 34%

54,639 57,930 61,981 64,812 66,345 68,219 69,547 70,345 70,100 69,163 67,727 65,946 63,951 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52

65歳以上

15-64歳

0-14歳

実績値 推計値

▼年齢階層別人口割合の推移と見込み（再掲）

（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」平成 25 年 3 月推計）

▼全目的代表交通手段別トリップ構成の推移（再掲）

（資料：中京都市圏パーソントリップ調査） 

▼自動車等運転者の年齢層別死亡事故件数の推移

※自動車等運転者とは、自動車、自動二輪車、原付の運転者（原付以上の運転者）をいう。 

（資料：平成２７年上半期の交通死亡事故の特徴及び道路交通法違反取締り状況について（警察庁交通局）） 
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▼運転免許証を返納しようと思う年齢 ▼運転免許証を返納した後に利用したい又は利用している主な移動手段

（資料：市民アンケート） 

▼ひまわりバスがサービスすべき利用対象者 ▼普段外出しない方、できない方の理由

（資料：市民アンケート）

▼公共交通に対する満足度

（資料：市民アンケート）

1.6

2.1

0.4

3.9

2.7

3.8

1.1

3.2

2.0

3.8

3.3

2.6

17.2

17.5

16.3

12.9

13.7

14.4

13.9

20.0

13.3

18.2

15.6

18.0

20.2

17.4

21.8

20.0

21.6

22.8

23.8

15.0

54.5

20.4

25.8

26.8

32.1

28.6

33.7

29.6

30.7

26.3

35.0

27.3

29.4

14.8

8.7

8.7

14.3

7.4

8.8

13.9

8.8

8.3

10.4

2.3

2.2

2.7

2.0

3.2

4.0

3.0

2.5

1.7

2.6

18.0

20.2

16.3

17.0

18.9

16.8

12.9

15.0

21.7

17.2

1.6

1.1

3.4

1.6

1.0

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊明 (n=128)

栄 (n=183)

中央 (n=184)

沓掛 (n=147)

大宮 (n=95)

三崎 (n=125)

舘 (n=101)

双峰 (n=80)

唐竹 (n=60)

不明 (n=11)

市計 (n=1114)

６０歳頃 ６５歳頃 ７０歳頃 ７５歳頃 ８０歳頃

８５歳頃 ９０歳頃 既に返納した 返納しない 無回答

42.9

48.3

35.5

17.9

49.4

30.4

39.1

33.8

45.7

72.7

37.9

30.5

26.6

30.9

41.0

27.3

37.3

27.6

51.5

34.8

9.1

33.0

6.7

2.1

7.9

4.3

6.5

8.8

9.2

2.9

2.2

9.1

5.8

6.7

6.3

16.4

15.4

6.5

11.8

4.6

1.5

6.5

9.3

3.8

7.7

4.6

4.3

5.2

5.9

11.5

5.9

8.7

6.1

7.6

7.7

2.6

14.5

2.6

5.9

5.7

1.5

5.9

0.7

1.3

1.7

1.3

1.5

2.2

0.9

1.9

0.7

0.7

0.9

1.3

2.3

1.5

9.1

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

豊明 (n=105)

栄 (n=143)

中央 (n=152)

沓掛 (n=117)

大宮 (n=77)

三崎 (n=102)

舘 (n=87)

双峰 (n=68)

唐竹 (n=46)

不明 (n=11)

市計 (n=908)

鉄道 バス タクシー 自転車

徒歩 家族の送迎 その他 無回答

69.1

18.5

6.4

5.8

38.5

34.5

9.5

0 20 40 60 80

高齢者にとっての移動手段

障がいをもった方々にとっての移動手段

学生、生徒にとっての移動手段

子育て世代にとっての移動手段

自動車を利用できない時の移動手段

鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段

無回答

（%）市計 (n=1387)

※複数回答

18.5

10.3

6.5

4.7

10.5

14.3

14.8

13.5

18.9

23.5

11.6

35.7

40.3

31.3

11.0

36.0

35.1

27.9

48.1

41.9

17.6

33.0

27.4

28.8

37.4

32.0

28.9

29.9

34.4

26.9

23.0

35.3

30.7

12.1

13.6

17.8

45.9

19.3

16.2

15.6

9.6

10.8

5.9

18.5

6.4

7.0

7.0

6.4

5.3

4.5

7.4

1.9

5.4

17.6

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

17.8

26.7

23.8

38.6

13.9

0 20 40 60 80

自動車が利用できないから

公共交通が不便だから

心身的な要因により外出が困難だから

外出する用事がないから

その他

（％）市計 (n=101)

※複数回答
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▼名鉄バスを利用するための条件 ▼ひまわりバスを利用するための条件

（資料：市民アンケート）

利用するための条件が改善された場合の今後の利用意向

▼名鉄バス ▼ひまわりバス

（資料：市民アンケート）

▼ひまわりバスの項目別満足度

18.8

5.2

3.3

8.1

2.6

30.1

18.6

12.0

4.5

1.6

8.6

7.7

1.1

1.1

6.8

45.2

0 10 20 30 40 50 60

運行本数が多ければ利用する

始発時間が早く、終発時間が遅ければ利用する

遅延が無ければ利用する

鉄道や他のバスとの乗り継ぎ時間が合えば利用する

車内が空いていれば利用する

自宅や目的地などから最寄りバス停まで近ければ利用する

行きたい施設を経由する路線があれば利用する

目的地まで最短ルートで運行されれば利用する

予約すると自宅や目的地まで迎えに来てくれれば利用する

バス停にベンチや屋根が整備されれば利用する

運賃の割引制度があれば利用する

バスのダイヤやルートなどの情報がわかれば利用する

車いすでも気軽に乗れる環境があれば利用する

杖やカート（押し車）でも気軽に乗れる環境があれば利用する

その他

無回答

（%）市計 (n=814)

※複数回答

26.0

5.9

2.7

9.7

1.3

24.0

18.1

18.0

5.2

1.7

4.0

8.8

1.0

0.8

6.2

45.6

0 10 20 30 40 50 60

運行本数が多ければ利用する

始発時間が早く、終発時間が遅ければ利用する

遅延が無ければ利用する

鉄道や他のバスとの乗り継ぎ時間が合えば利用する

車内が空いていれば利用する

自宅や目的地などから最寄りバス停まで近ければ利用する

行きたい施設を経由する路線があれば利用する

目的地まで最短ルートで運行されれば利用する

予約すると自宅や目的地まで迎えに来てくれれば利用する

バス停にベンチや屋根が整備されれば利用する

運賃の割引制度があれば利用する

バスのダイヤやルートなどの情報がわかれば利用する

車いすでも気軽に乗れる環境があれば利用する

杖やカート（押し車）でも気軽に乗れる環境があれば利用する

その他

無回答

（%）市計 (n=1102)

※複数回答

2.9

3.6

5.5

10.7

4.3

9.5

1.1

5.0

5.0

30.4

39.4

43.2

41.1

38.7

36.5

42.0

41.2

40.0

62.5

39.4

47.1

38.8

37.7

32.1

26.9

34.9

36.4

41.2

35.0

37.5

36.7

19.6

18.2

13.7

16.1

30.1

19.0

20.5

17.6

20.0

18.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=102)

栄 (n=165)

中央 (n=146)

沓掛 (n=112)

大宮 (n=93)

三崎 (n=63)

舘 (n=88)

双峰 (n=17)

唐竹 (n=20)

不明 (n=8)

市計 (n=814)

必ず利用する たぶん利用する 改善されても利用しない 無回答

5.6

7.8

5.4

12.0

9.2

7.6

8.8

6.2

6.8

16.7

7.8

32.3

44.3

46.0

40.7

40.8

35.6

46.2

29.6

27.1

50.0

39.7

38.7

30.5

22.8

25.3

20.4

20.3

28.6

19.8

18.6

16.7

25.6

23.4

17.4

25.7

22.0

29.6

36.4

16.5

44.4

47.5

16.7

26.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=124)

栄 (n=167)

中央 (n=202)

沓掛 (n=150)

大宮 (n=98)

三崎 (n=118)

舘 (n=91)

双峰 (n=81)

唐竹 (n=59)

不明 (n=12)

市計 (n=1102)

必ず利用する たぶん利用する 改善されても利用しない 無回答

7.9

8.1

44.5

39.9

22.4

12.9

22.0

52.5

38.0

12.1

7.9

15.1

30.2

43.0

45.3

44.9

53.7

40.9

65.2

39.0

51.4

43.4

49.4

56.8

39.6

38.5

8.6

12.3

18.7

30.3

9.1

7.1

9.2

33.3

37.1

23.7

22.3

10.4

1.6

2.9

5.2

15.9

3.8

1.4

1.4

11.1

5.6

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①運行本数(n=139)

②運行している時間帯(n=135)

③運行している曜日(n=128)

④バス停の位置(n=138)

⑤バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=134)

⑥バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=132)

⑦車内の案内表示のわかりやすさ(n=132)

⑧運賃(n=141)

⑨運転手の対応(n=142)

⑩乗り継ぎの際の待ち時間(n=99)

⑪乗り継ぎに関する情報や案内(n=89)

⑫総合的な満足度(n=139)

満足 まあ満足 やや不満 不満

ひまわりバス

※無回答を除く構成比
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▼名鉄バスの項目別満足度

（資料：バス利用者アンケート）

▼バス利用が可能となる条件について

（資料：主要集客施設利用者調査） 

※調査対象施設：ピアゴ豊明店、アオキスーパー前後店、名鉄前後駅、 

藤田保健衛生大学病院、コープあいちとよあけ店、豊明市役所 

▼利用するための条件が改善された場合の今後の利用意向

（資料：主要集客施設利用者調査） 

8.5

8.5

25.6

33.8

24.2

11.9

24.4

11.5

21.0

9.5

11.6

9.9

46.2

52.3

65.1

56.3

63.1

52.3

67.9

56.9

62.2

58.7

67.0

60.3

28.5

27.7

7.8

5.7

10.0

24.2

6.5

23.3

12.6

21.5

16.3

24.0

16.9

11.5

1.6

4.2

2.7

11.5

1.1

8.4

4.2

10.3

5.2

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①運行本数(n=260)

②運行している時間帯(n=260)

③運行している曜日(n=258)

④バス停の位置(n=263)

⑤バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=260)

⑥バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=260)

⑦車内の案内表示のわかりやすさ(n=262)

⑧運賃(n=262)

⑨運転手の対応(n=262)

⑩乗り継ぎの際の待ち時間(n=242)

⑪乗り継ぎに関する情報や案内(n=233)

⑫総合的な満足度(n=262)

満足 まあ満足 やや不満 不満

名鉄バス

※無回答を除く構成比

17.1

29.7

5.6

3.5

8.9

11.8

6.8

5.0

3.5

3.5

4.4

53.6

0 20 40 60 80 100

自宅や目的地からバス停まで近い

運行本数が多い

運賃が安い

利用時間とバスの時刻があっている

短時間で行ける

乗り継ぎがない

バスに関する情報が手に入れやすい

時間に余裕がある

複数の施設に立ち寄れる

割引やポイントなどの特典がある

最寄り駅までの送迎バスがある

その他

（%）施設利用者計 (n=868)

※複数回答

11.9

24.8

9.3

17.4

16.7

19.7

17.3

36.9

26.4

25.3

21.2

17.4

43.0

30.3

51.3

48.8

65.3

61.4

66.0

37.3

52.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ピアゴ豊明店 (n=160)

名鉄前後駅 (n=129)

藤田保健衛生大学病院 (n=75)

コープあいちとよあけ店 (n=132)

豊明市役所 (n=144)

アオキスーパー前後店 (n=228)

施設利用者計 (n=868)

利用する 多分利用する 利用しない
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【地域公共交通に関する個別課題】 

A⑤ 日常生活の移動手段として定着している公共交通の維持 
B① 高齢者の移動手段として重要な役割を果たす公共交通の維持 
B⑧ 鉄道、バスを補完する公共交通としてのタクシーの維持 
B⑨ 市内外の商業施設や医療施設等、日常的な生活行動への対応 
B⑩ 地域特性に応じた移動ニーズへの対応 
B⑭ 公共交通の維持に向けた住民参加意欲への対応 
C① 路線により異なるバスの利用特性を踏まえた検討 
F① 施設の利用ニーズに応じたバスサービスの提供 
G② 地域住民の意見を踏まえた新たな運行形態の検討 

課題⑤：地域特性に応じた移動ニーズへの対応と公共交通維持の仕組みづくり

市民アンケートによるバスの利用率は、名鉄バス約 38％、ひまわりバス約 15％となっており、名

鉄バスが地区内を運行していない大宮小学校区、舘小学校区では名鉄バスの利用割合が低くなって

います。中央小学校区、沓掛小学校区では、ひまわりバスが運行されているものの、その利用割合

は低くなっています。また、ひまわりバス１号、２号は「65歳以上」の高齢者の利用が約 68～72％

を占めていますが、ひまわりバス３号は「小学生」の利用が約 31％を占めており、地域によってバ

スの利用特性が異なっています。 

市民アンケートによる公共交通に対する満足度は、市全体では「不満＋やや不満」が約 49％に対

し、沓掛小学校区では「不満＋やや不満」が約 78％と、公共交通に対する不満割合が高くなってい

ます。 

市民アンケートによるバスで行きたい周辺市町の施設は、市全体では「イオン大高店」が多いで

すが、沓掛小学校区では「地下鉄徳重駅」、「ピアゴ井ヶ谷店（刈谷市）」、舘小学校区では「ピアゴ

清水山店」、「有松ジャンボリー」が多く、地域によって行きたい施設に違いがみられます。 

鉄道各駅の年間乗降客数は増加傾向、名鉄バスの利用者数は微増傾向、ひまわりバスの利用者数

は平成 25年の路線改正以降、増加傾向にあることから、今後も日常生活の移動手段として定着して

いる公共交通の維持が求められます。 

市民アンケートによるタクシーの利用率は、「月に数日程度」の利用が約 7％と、一定数の利用者

が存在しています。利用の理由は「飲酒していたから」が約 31％、「荷物があって大変だったから」

が 30％となっていますが、沓掛地区、双峰地区では「バスの始発前・終発後だったから」が約 33

～35％と高く、鉄道やバスを補完する形で利用されていることから、鉄道、バスを補完する公共交

通としてのタクシーの維持が求められます。 

ひまわりバス運行のための市負担額は約 4,700 万円程度で推移しており、市民アンケートによる

費用負担に対する考えは、「市の負担は現状程度でよい」が約 48％を占めています。地域公共交通

の維持のための取組みに対する参加意向は、「公共交通を積極的に利用する」が約 43％、「企業の協

賛金や広告費などを募り、収入を増やす」が約 33％、「地域が主体となり、地域の特性やニーズに

応じた新たな公共交通を運行する」が約 19％となっています。 

公共交通懇談会では、利用促進のために「ひまわりバスのルート・ダイヤをわかりやすく情報提

供する」、「行政や商業施設と連携して利用ごとにスタンプ押印、利用金額に応じて運賃を無料にす

る」といった意見が出ています。 

また、勅使台区では、地域住民が主体となった「勅使台区 地域交通検討委員会」が組織され、公

共交通をはじめとした地区の交通問題に対するさまざまな検討が行われています。これからの公共

交通は、地域のコミュニティ形成に必要不可欠であり、また、地域の宝として、住民が主体的に育

んでいくような活動が必要となってきます。こうした地域が主体となった動きを尊重し、地域のニ

ーズに合った、地域にふさわしい取組みを支援することが必要です。 

これらより、地域によって異なるバスの利用特性や公共交通に対する不満内容、行きたい施設の

違いといった地域特性に応じた移動ニーズへの対応とともに、バスを運行・運営する交通事業者や

行政のみにその役割を委ねるのではなく、住民や地域団体等の参加により、公共交通を維持してい

く仕組みづくりが必要です。
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 ▼名鉄バスの利用頻度 ▼ひまわりバスの利用頻度

（資料：市民アンケート）

▼バス利用者の年齢

（資料：乗降調査）

▼タクシーを利用する頻度

（資料：市民アンケート）

2.5

1.2

1.7

2.9

1.8

3.9

0.8

4.8

4.1

2.4

1.3

1.6

2.3

0.9

4.5

0.8

11.5

10.8

5.9

2.9

8.9

5.8

9.1

7.0

3.5

16.9

4.1

26.9

17.6

29.4

10.2

19.1

17.7

23.0

21.5

11.4

31.8

13.9

38.5

39.2

5.9

22.5

65.0

67.9

63.5

65.1

81.6

40.9

72.1

16.3

27.0

47.1

58.7

3.2

5.8

2.6

1.2

0.9

1.9

8.2

1.9

1.4

11.8

3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

ほぼ毎日 週に数日程度 月に数日程度 年に数日程度 利用していない 無回答

0.4

1.2

0.6

1.4

0.4

1.3

3.7

0.4

2.6

0.8

1.9

1.3

5.1

8.2

1.7

1.7

4.4

7.8

4.9

4.8

4.1

11.8

4.9

8.3

14.0

5.7

6.4

3.5

10.4

13.1

8.7

4.1

5.9

8.7

79.0

68.7

87.8

87.2

86.0

76.6

74.6

77.9

79.7

70.6

79.5

6.4

5.3

3.9

3.5

3.5

4.5

6.6

6.7

10.8

11.8

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

ほぼ毎日 週に数日程度 月に数日程度 年に数日程度 利用していない 無回答

0.6

0.6

0.1

0.6

0.8

1.3

1.2

1.8

0.6

5.4

1.1

5.7

4.5

7.8

4.7

8.8

9.7

6.6

7.7

8.1

5.9

6.8

35.0

34.2

31.7

22.1

32.5

38.3

34.4

33.7

16.2

29.4

31.7

56.7

59.3

57.8

70.3

56.1

50.0

54.9

56.7

67.6

47.1

58.5

1.9

1.2

1.3

1.2

0.9

0.6

4.1

1.9

2.7

17.6

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

ほぼ毎日 週に数日程度 月に数日程度 年に数日程度 利用していない 無回答
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▼タクシーを利用する理由

（資料：市民アンケート）

▼ひまわりバスの運行経費と費用負担の内訳

※補助金等・・・市町村振興事業費補助金（Ｈ27より元気なあいちの市町村づくり補助金） 

（資料：豊明市資料）

16.4

17.3

18.7

31.1

15.1

18.2

10.7

30.0

13.1

2.7

0 10 20 30 40 50

電車の始発前・終発後だったから

バスの始発前・終発後だったから

電車やバスでは行けなかったから

飲酒していたから

体調不良だったから

急いでいたから

暑かった・寒かったから

荷物があって大変だったから

その他

無回答

（%）市計 (n=550)

※複数回答

14.3

32.7

20.4

36.7

14.3

10.2

22.4

14.3

2.0

0 10 20 30 40 50

電車の始発前・終発後だったから

バスの始発前・終発後だったから

電車やバスでは行けなかったから

飲酒していたから

体調不良だったから

急いでいたから

暑かった・寒かったから

荷物があって大変だったから

その他

無回答

（%）沓掛 (n=49)

※複数回答

20.9

34.9

14.0

25.6

18.6

4.7

9.3

37.2

11.6

4.7

0 10 20 30 40 50

電車の始発前・終発後だったから

バスの始発前・終発後だったから

電車やバスでは行けなかったから

飲酒していたから

体調不良だったから

急いでいたから

暑かった・寒かったから

荷物があって大変だったから

その他

無回答

（%）双峰 (n=43)

※複数回答

運行開始 週 5 日運行
開始 

毎日運行
開始 

路線改正 路線改正 
65 歳以上有料化
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▼今後もひまわりバスを運行するための費用負担に対する考え

（資料：市民アンケート）

▼地域公共交通の維持のための取組みに対する参加意向について

（資料：市民アンケート）

19.1

22.6

23.9

21.5

25.4

24.0

18.9

27.9

14.9

23.5

22.4

53.5

50.2

47.4

36.6

54.4

50.6

54.1

41.3

45.9

35.3

48.1

5.7

4.9

4.3

8.1

4.4

4.5

3.3

5.8

6.8

11.8

5.3

12.7

13.6

15.2

19.2

10.5

14.9

12.3

16.3

18.9

5.9

14.6

8.9

8.6

9.1

14.5

5.3

5.8

11.5

8.7

13.5

23.5

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

豊明 (n=157)

栄 (n=243)

中央 (n=230)

沓掛 (n=172)

大宮 (n=114)

三崎 (n=154)

舘 (n=122)

双峰 (n=104)

唐竹 (n=74)

不明 (n=17)

市計 (n=1387)

現在よりも便利にするため、市の負担を増やすべき

現在の運行を維持するため、市の負担は現状程度でよい

現在よりも運行日数や運行本数を減らし、市の負担を減らすべき

運賃を値上げするなどして、市の負担を減らすべき

無回答

43.2

12.4

8.6

33.2

5.3

18.5

4.2

14.7

0 10 20 30 40 50 60

公共交通を積極的に利用する

地域が開催する公共交通を活用したイベントに参加する

地域住民で協賛金（募金など）を募り、収入を増やす

企業の協賛金や広告費などを募り、収入を増やす

地域で公共交通について話し合う場や組織に参加する

地域が主体となり、地域の特性やニーズに応じた新たな公共交通を運行する

その他

無回答

（%）市計 (n=1387)

※複数回答
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４．持続可能な地域公共交通の形成に資する地域公共交通の活性化及び

再生の推進に関する基本的な方針

１）豊明市の交通将来像 

第５次豊明市総合計画では、「みんなでつなぐ しあわせのまち とよあけ」をまちの未来像に

掲げ、公共交通に関連する項目として、「交通の利便性がよく、市外から人が移り住んだり、通勤・

通学している」をめざすまちの姿としています。 

第３次豊明市都市計画マスタープランでは、将来都市像として、コンパクトにまとまった生活

圏や高い都市機能集積、豊富な自然資源・歴史文化資源といった都市構造上の特徴や魅力をもと

に、暮らしやすさを維持・向上させるとともに、経済的にも自立した都市づくりを進めることを

基本理念に、『市民のしあわせを支え続け、未来に向かって活気と活力を生み出す都市』をめざし、

将来都市構造として拠点（都市拠点、花と食の交流拠点、歴史と文化の交流拠点、健康医療福祉

拠点）とそれを結ぶ交流連携軸を定めています。 

また、公共交通は、単なる移動手段のみならず、人々の外出機会を創出し、人と人が交流する

場を提供する役割も担っています。 

これらより、豊明市がめざすまちの未来像の実現を支援する交通将来像は、鉄道、路線バス、

コミュニティバス及びタクシー等の多様な公共交通が相互に連携し、市民の市内外の日常的な生

活行動や地域の移動ニーズに応じた公共交通ネットワークを形成することで、「公共交通が 人と

人をつなぐ しあわせのまち」をめざします。 

そして、将来的にも公共交通を確保・維持するため、市民（地域）、交通事業者、関係団体（自

治会、市民団体等）及び行政といった多様な主体がそれぞれの立場を尊重しつつ、相互に連携し、

一緒になって公共交通を支える取り組みを実施することで、市民生活の充実と地域の活力に必要

な公共交通を育むものとします。 

図 豊明市がめざすまちの未来像の実現を支援する公共交通体系のイメージ

豊明市の交通将来像

公共交通が 
人と人をつなぐ 
しあわせのまち

めざす“まちの未来像”の実現

を支援するため・・・ 
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２）地域公共交通の基本方針 

豊明市の市民・地域・利用者の主なニーズから見た地域公共交通の課題及び、豊明市がめざす

交通将来像を踏まえ、以下に地域公共交通の基本方針を示します。 

 地域公共交通の基本方針 

 基本方針 2 周辺市町との結びつきを強化し、より密な連携を図る広域的な地域

公共交通ネットワークを形成します。

基本方針 1 名鉄名古屋本線、路線バス、ひまわりバス及びタクシー等の多様な

公共交通が相互に連携し、市内の拠点相互及び各地域をつなぐ公共

交通体系を構築します。

基本方針 3 戦略的な公共交通施策の展開により、豊明市がめざすまちづくりの

実現を支援します。

 基本方針 4 わかりやすく、誰もが安心して利用できる公共交通サービスを提供

します。

 基本方針 5 地域の特性に応じた公共交通の維持活性化に向け、多様な主体の連

携・協働による地域公共交通を育む仕組みを構築します。

豊明市の地域公共交通に関する課題 

課題①：鉄道駅や主要施設に行きやすい公共交通体系の構築 

課題②：周辺市町をはじめ、市域を超える広域的な移動需要への対応 

課題③：まちづくりと一体となった戦略的な公共交通の展開 

課題④：わかりやすく誰もが利用しやすい公共交通サービスの提供 

課題⑤：地域特性に応じた移動ニーズへの対応と公共交通維持の仕組みづくり 

豊明市の交通将来像

公共交通が 人と人をつなぐ しあわせのまち 

豊明市の地域公共交通課題を解決し、めざす交通将来像を実現するために
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・市中心部の商業施設、名鉄前後駅、藤田保健衛生大学病院といった市内の主要施設への移動の利

便性向上を図るため、単独の交通手段だけではなく、鉄道、路線バス、コミュニティバス及びタ

クシー等の多様な公共交通の連携を強化します。 

・多様な公共交通の連携強化にあたっては、各路線の特性や利用状況を整理し、その役割や機能を

明確にすることで役割の重複を避けた効率的な運行をめざします。 

・人口密集地や中心市街地においては密な路線とし、それ以外は地域特性に合わせた路線を組み合

わせることで、市内の拠点相互及び各地域をつなぐ公共交通体系を構築します。 

・特に「駅へ行きやすくすること」「主要施設へ行きやすくすること」「市内のどこからでもバスが

利用できること」を期待されているひまわりバスについては、市中心部の商業施設、名鉄前後駅、

藤田保健衛生大学病院といった市内の主要施設と市内各地域を結ぶ重要な路線として、路線バス

との役割の違いを明確にし、更なる連携を図ることで、効率的で利便性の高い路線としてのサー

ビス提供をめざします。

・また、タクシーは鉄道やバスを補完する形で利用されていることから、今後も鉄道やバスを空間

的または時間的に補完する公共交通としての活用をめざします。 

・名古屋市への通勤・通学を中心とした移動需要や周辺市町の商業施設への移動需要等に対応する

ため、鉄道や路線バスによる広域的な地域公共交通ネットワークを形成します。

・特に本市周辺には、大学や文化交流施設、ヒルズウォーク徳重ガーデンズ（名古屋市）やイオン

モール大高（名古屋市）、刈谷ハイウェイオアシス（刈谷市）等の商業施設が既に多く立地してい

るだけでなく、プライムツリー赤池（日進市）や東郷セントラル地区（東郷町）等の新たな大規

模商業施設の建設も計画されていることから、路線バスを中心に周辺市町との結びつきを強化し、

より密な連携を図る広域的な地域公共交通ネットワークを形成します。

・また、鉄道や路線バスだけでなく、ひまわりバスと周辺市町のコミュニティバス（大府市ふれあ

いバスや東郷町じゅんかい君等）相互の連携も強化します。

基本方針 1 名鉄名古屋本線、路線バス、ひまわりバス及びタクシー等の多様な

公共交通が相互に連携し、市内の拠点相互及び各地域をつなぐ公共

交通体系を構築します。

 基本方針 2 周辺市町との結びつきを強化し、より密な連携を図る広域的な地域

公共交通ネットワークを形成します。
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・豊明市がめざすコンパクトにまとまった生活圏や高い都市機能集積、豊富な自然資源・歴史文化

資源といった都市構造上の特徴や魅力をもとに、暮らしやすさを維持・向上させるとともに、経

済的にも自立した都市づくりの実現を公共交通の充実により支援します。 

・公共交通の充実にあたっては、第３次豊明市都市計画マスタープランで定められた各拠点（都市

拠点、花と食の交流拠点、歴史と文化の交流拠点、健康医療福祉拠点）を中心とした地域公共交

通ネットワークを構築するために、戦略的に公共交通施策を展開します。

・また、市北部の道路整備に合わせ、路線等を見直します。

・各拠点において、待合環境の整備や乗継情報の提供により乗継利便性を向上させることで、鉄道

と路線バス、路線バスとひまわりバス、鉄道とタクシー等、公共交通の各路線相互の連携を高め

ます。

・また、インターネットや広報物により多種多様な利用情報の提供による公共交通の周知・ＰＲ、

各地域や関係団体（自治会、市民団体等）を対象とした公共交通利用促進策を実施します。

・これらより、わかりやすく、高齢者、子ども、子育て世代、障がい者等、誰もが安心して公共交

通を利用できる環境整備に努めます。

・公共交通の維持・活性化に向け、市民（地域）、交通事業者、関係団体（自治会、市民団体等）及

び行政といった多様な主体がそれぞれの立場を尊重しつつ、相互に連携し、一緒になって公共交

通を支える取り組みを検討・実施する仕組みを構築します。

・単なる移動手段としてだけではなく、地域の人をつなぐ「交流の場」としての役割を担える公共

交通をめざします。

・特に、地域住民が主体となり公共交通をはじめとした地域の交通問題に対する地域内での議論を

深め、地域によって異なるバスの利用特性や地域特性に応じた移動ニーズへの対応が可能となる

公共交通サービスを検討するなど地域で公共交通を育む仕組みに対し、支援を行います。

基本方針 3 戦略的な公共交通施策の展開により、豊明市がめざすまちづくりの

実現を支援します。

 基本方針 4 わかりやすく、誰もが安心して利用できる公共交通サービスを提供

します。

 基本方針 5 地域の特性に応じた公共交通の維持活性化に向け、多様な主体の連

携・協働による地域公共交通を育む仕組みを構築します。
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５．計画の区域と計画期間

１）計画区域 

本計画の計画区域は、市内公共交通全体を取り扱うことから、豊明市全域とします。 

なお、周辺市町との連携にあたっては、個別に協議調整を図るものとします。 

２）計画期間 

本計画の計画期間は、第５次豊明市総合計画、第３次豊明市都市計画マスタープランといった上

位関連計画の計画期間との整合を図りつつ、概ね５年後を見据え、平成29～33年度までとします。 

表 本計画及び上位関連計画の計画期間 

計画名 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38

第５次豊明市総合計画 

第３次都市計画マスタープラン

豊明市地域公共交通網形成計画
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６．計画の目標

めざす交通将来像を達成するため、公共交通活性化及び推進の基本方針に基づいて5つの目標を設

定します。また、各目標の達成度を検証するため、以下に示す成果指標を設定します。 

図 計画の目標と目標値

豊明市地域公共交通網形成計画の目標と目標値  

  基本方針 1 名鉄名古屋本線、路線バス、ひまわりバス及びタクシー等の多様な公共交通が
相互に連携し、市内の拠点相互及び各地域をつなぐ公共交通体系を構築しま
す。 

目標 1  公共交通相互の乗継利便性を向上させます。 

 目標値 1 公共交通相互及び他の交通手段との乗り継ぎ時間の短縮

 基本方針 2 周辺市町との結びつきを強化し、より密な連携を図る広域的な地域公共交通
ネットワークを形成します。 

目標 2  周辺市町との連携を図り、市外への行きやすさを向上させます。 

 目標値 2 隣接市町への路線数の増加

 基本方針 3 戦略的な公共交通の展開により、豊明市がめざすまちづくりの実現を支援し
ます。 

目標 3  公共交通により、拠点に人のにぎわいを生み出します。 

 目標値 3 市内５つの各拠点における公共交通利用者数の増加

基本方針 4 わかりやすく、誰もが安心して利用できる公共交通サービスを提供します。 

目標 4  公共交通のわかりやすさを向上させます。 

 目標値 4 公共交通に関する情報提供数の増加

基本方針 5 地域の特性に応じた公共交通の維持活性化に向け、多様な主体の連携・協働
による地域公共交通を育む仕組みを構築します。 

目標 5  地域公共交通を育む仕組みづくりを支援します。 

 目標値 5 地域公共交通維持のための取組み・参加意向の向上

     豊明市地域公共交通網形成計画全体の目標     

    目標   便利に移動できる公共交通の確保 

 目標値 公共交通全体の利用者数の増加

豊明市の交通将来像

公共交通が 人と人をつなぐ しあわせのまち
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表 目標値及び評価指標[目標年次：平成 33年度]（１）

目標 目標値 評価指標 

【全体の目標】

便利に移動で

きる公共交通

の確保 

【全体の目標値】

公共交通全体の

利用者数の増加

【指標】公共交通の年間利用者数（人/年） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H27]

鉄道（駅） 1,351 万人以上 1,244 万人

名鉄バス 143.4 万人以上 135.0 万人

ひまわりバス 25.7 万人以上 16.8 万人

【指標】まちづくり指標の達成度（第５次豊明市総合計画） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H27]

市外から豊明市への交通ア
クセスが良いと思う市民の
割合 

66.7％以上 59.3％

市内の移動がしやすくなっ
たと思う市民の割合 66.5％以上 59.3％

【目標 1】 

公共交通相互

の乗継利便性

を向上させま

す。 

【目標値 1】 

公共交通相互及

び他の交通手段

との乗り継ぎ時

間の短縮 

【指標】公共交通相互の乗り継ぎ時間 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

拠点鉄道駅におけるひまわ
りバス⇔名鉄急行列車（名
古屋方面）間 10 分以内乗り
継ぎ可能本数※

34 本以上 29 本

【指標】乗り継ぎに関する不満度割合（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

乗り継ぎの際の待ち時間に
関する不満度 20.0％未満 35.4％

【目標 2】 

周辺市町との

連携を図り、市

外への行きや

すさを向上さ

せます。 

【目標値 2】 

隣接市町への路

線数の増加 

【指標】隣接市町を結ぶ路線数 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

隣接市町間の路線数 8 路線以上 5路線

【指標】市外へ行きやすくすることの達成度（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

名鉄バス及びひまわりバス
の達成度 50.0％以上 42.2％

※名鉄急行列車及びひまわりバスともに、定時刻で発着した場合を想定。
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表 目標値及び評価指標[目標年次：平成 33年度]（２）

目標 目標値 評価指標 

【目標 3】 

公共交通によ

り、拠点に人の

にぎわいを生

み出します。 

【目標値 3】 

市内５つの各拠

点における公共

交通利用者数の

増加 

【指標】主要拠点における運行本数（平日） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

前後駅 504 本以上 504 本

豊明市役所 87 本以上 87 本

藤田保健衛生大学病院 81 本以上 81 本

豊明駅 227 本以上 227 本

中京競馬場前駅 205 本以上 205 本

【指標】各拠点における一日あたりの公共交通利用者数（乗降調査※）

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

前後駅 22,940人 以 上 21,065 人

豊明市役所 120人 以 上 108 人

藤田保健衛生大学病院 350人 以 上 314 人

豊明駅 5,330人 以 上 4,888 人

中京競馬場前駅 10,350人 以 上 9,487 人

※鉄道については H27 年度年間利用者数より算定

【目標 4】 

公共交通のわ

かりやすさを

向上させます。

【目標値 4】 

公共交通に関す

る情報提供数の

増加 

【指標】公共交通に関する情報提供 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

市内公共交通に関する情報提
供媒体数 8 以上 7

【指標】わかりやすさに関する不満度割合（バス利用者アンケート） 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

乗り継ぎに関する情報や案内 20.0％未満 27.3％

【目標 5】 

地域公共交通

を育む仕組み

づくりを支援

します。 

【目標値 5】 

地域公共交通維

持のための取組

み・参加意向の

向上 

【指標】地域主体の組織数 

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

公共交通をはぐくむ地域主体
の組織数 4 以上 1

【指標】地域公共交通維持のための取組み・参加意向（市民アンケート）

評価項目 目標値[H33] 現況値[H28]

公共交通を積極的に利用する
と考えている人の割合 50.0％以上 43.2％
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【目標値及び評価指標の設定根拠】 

<全体の目標〉 

○公共交通全体の年間利用者数 

[鉄道]

近年、鉄道（駅）の年間利用者数に大きな変動は見られませんが、鉄道へのアクセス利便性や乗

継利便性の向上による鉄道利用者数の維持及び増加を想定し、「各路線におけるこれまでの利用者

数から予測する今後の伸び率計＋１％以上」の利用者数（1,351 万人以上）を目標値とします。 

▼鉄道各駅の年間乗降客数の推移 

[名鉄バス]

 近年、名鉄バスの年間利用者数は横ばいもしくは微増傾向にありますが、名鉄バスへのアクセス

利便性や乗継利便性の向上による名鉄バス利用者数の維持及び増加を想定し、「各路線におけるこ

れまでの利用者数から予測する今後の伸び率計＋１％以上」の利用者数（143.4 万人以上）を目標

値とします。 

▼名鉄バスの路線別年間利用者数の推移
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[ひまわりバス] 

 本計画で定める公共交通ネットワーク形成方針に基づくひまわりバスの路線見直しを実施し、運

行日等のサービス水準の拡大、利便性向上によるひまわりバス利用者数の増加を想定し、利用者数

（25.6 万人以上）を目標値とします。具体的には、以下のとおり試算します。 

① 新規利用に伴う利用者増 

 市民アンケートから、市民の約８割がひまわりバス非利用者であり、ひまわりバスを利用するた

めの条件が改善された場合、約５割の市民が利用意向を示しています。この新規利用によりひまわ

りバスの年間利用者数は約 25,981 人（約 15.4％）の増加が見込まれます。 

▼ひまわりバスの利用頻度（再掲） ▼利用するための条件が改善された場合の今後の利用意向（再掲）
                                     （利用していないと回答した人のみ）

（資料：市民アンケート） 

非利用者の利用転換：68,802 人× 79.5％×（7.9％＋39.7％）＝25,981 人

② これまでの利用者数から予測する今後の伸び率＋１％以上 

ひまわりバスの路線見直しにより、利用者数の維持及び増加を想定し、「これまでの利用者数か

ら予測する今後の伸び率＋１％以上」の利用者数（23.1 万人以上）を目標値とします。 

▼ひまわりバス年間利用者数の推移 
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○まちづくり指標の達成度 

第５次豊明市総合計画では、交通の面において「交通の利便性がよく、市外から人が移り住んだ

り、通勤・通学している」をめざすまちの姿としており、同計画の評価指標であるまちづくり指標

の「めざそう値」を目標値として設定します。 

▼まちづくり指標

現状値
めざそう値 

５年後 10年後

交通アクセスが良くなったと思う市民の割合 59.3％ 66.7％ 73.2％ 

市内の移動がしやすくなったと思う市民の割合 59.3％ 66.5％ 73.0％ 

（資料：第５次豊明市総合計画）    

<目標値１ 公共交通相互乗り継ぎ時間の短縮> 

名鉄急行列車（名古屋方面）、ひまわりバス相互の 3分以上 10分以内の乗り継ぎ可能本数の増加

により、乗り継ぎの際の待ち時間に関する不満度割合の改善を想定した目標値を設定します。 

①朝の通勤・通学時間帯の利用 

現状のひまわりバスから名鉄急行列車への乗り継ぎ本数に加え、現在、ダイヤが組まれていない

午前７時から９時代でのダイヤ設定をすることで、毎時１本の運行を想定。 

②夕方の帰宅時間帯の利用 

現状の名鉄急行列車からひまわりバスへの乗り継ぎ本数に加え、ダイヤが組まれていない午後４

時から５時代でのダイヤ設定をすることで、毎時１本以上の運行を想定。

[ 現況値 ]                   [ 目標値 ] 

名鉄→ひまわりバス ひまわりバス→名鉄 名鉄→ひまわりバス ひまわりバス→名鉄

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 

１０ ５ ３ １１ １０ ７ ６ １１ 

▼バスの満足度

（資料：バス利用者アンケート） 

※５人中４人が待ち時間について「満足」「まあ満足」していることをめざす。→ 20.0％未満

8.5

8.6

32.0

36.0

23.7

12.2

24.0

26.2

27.3

10.5

10.8

11.9

40.6

49.1

58.5

52.1

59.6

48.5

66.7

50.4

58.1

54.1

61.9

59.0

32.2

31.2

8.0

7.9

12.9

26.1

7.3

17.5

11.3

24.9

22.0

23.9

18.7

11.1

1.5

4.0

3.8

13.2

2.0

5.9

3.2

10.5

5.3

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①運行本数(n=401)

②運行している時間帯(n=397)

③運行している曜日(n=388)

④バス停の位置(n=403)

⑤バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=396)

⑥バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=394)

⑦車内の案内表示のわかりやすさ(n=396)

⑧運賃(n=405)

⑨運転手の対応(n=406)

⑩乗り継ぎの際の待ち時間(n=342)

⑪乗り継ぎに関する情報や案内(n=323)

⑫総合的な満足度(n=402)

満足 まあ満足 やや不満 不満

バス利用者計

※無回答を除く構成比

35.4％

２９本 ３４本

目標値 現況値 

現況値 

目標値 

現況値 

目標値 
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<目標値２ 隣接市町への路線数の増加>

 名鉄バスにより、他市町との広域的な公共交通ネットワークを維持、強化するとともに、本計画

で定める公共交通ネットワーク形成方針に基づくひまわりバスの路線見直しを実施による隣接市町

のコミュニティバスとの乗り継ぎ本数の増加により、市外へ行きやすくすることの達成度の向上を

想定した目標値を設定します。 

図 豊明市周辺公共交通網図 [ 現状値 ] 

                        路線バス：３路線 

（名鉄バス、名古屋市営バス） 

コミュニティバス：２路線 

                        （ひまわりバス 東郷町じゅんかい君）  

                                             計 ５路線

                                             [ 目標値 ] 

① 市道桜ヶ丘沓掛線開通による大府市との相

互連携 

② 名古屋市隣接部での名古屋市交通局との相

互連携 

 ③ 市民の移動需要があるまたは見込まれる市

北部及び東部との相互連携 

＋３路線

▼社会的な機能や役割の達成度 

（資料：利用者アンケート） 

名鉄バスの達成度： 43.0％           ひまわりバスの達成度： 40.0％

バス計 42.2％ 

※「隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること」については、ひまわりバスの路線

見直しや道路整備等の状況も踏まえ、利用者の半数以上の達成度をめざす。→ 50.0％以上

28.1

20.1

33.2

20.8

35.4

22.5

39.1

29.6

18.7

14.9

13.8

20.8

16.8

11.6

10.6

15.8

18.9

8.0

22.0

9.4

14.7

17.6

18.4

49.2

45.3

44.9

49.1

36.9

41.0

38.1

43.5

42.9

40.8

39.7

48.2

38.5

31.4

32.4

39.2

40.8

15.9

45.9

41.9

41.2

47.7

44.1

17.1

28.5

18.2

24.3

22.7

25.8

17.3

22.0

25.8

33.3

31.0

21.8

34.6

41.3

42.4

35.7

28.6

23.9

25.2

36.3

32.8

26.8

27.9

5.5

6.1

3.7

5.8

5.1

10.7

5.6

4.8

12.6

10.9

15.5

9.1

10.1

15.7

14.7

9.4

11.7

52.3

6.9

12.5

11.3

7.8

9.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高齢者にとっての移動手段(n=199)

②障がいをもった方々にとっての移動手段(n=179)

③学生、生徒にとっての移動手段(n=187)

④子育て世代にとっての移動手段(n=173)

⑤自動車を利用できない時の移動手段(n=198)

⑥鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段(n=178)

⑦通勤や通学などの主に朝夕の移動手段(n=197)

⑧通院や買い物などの主に日中の移動手段(n=186)

⑨市役所などの主要な公共施設へ行くための移動手段(n=182)

⑩公民館などの地域の公共施設へ行くための移動手段(n=174)

⑪隣接市町にある施設に行くための交通手段(n=174)

⑫市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること(n=197)

⑬市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること(n=179)

⑭隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること(n=172)

⑮市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること(n=170)

⑯利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること(n=171)

⑰決まった路線を決まった時間に走っていること(n=196)

⑱事前に予約をすると、自宅近くまで迎えにきてくれること(n=88)

⑲バス利用によって、交通事故を減らす役割(n=159)

⑳まちづくりと連携し、市を活性化させる役割(n=160)

㉑自動車交通を抑制し、道路混雑や環境負荷を軽減する役割(n=177)

㉒バス利用によって、交通事故を減らす役割(n=153)

㉓バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割(n=179)

果たしている やや果たしている あまり果たしていない 果たしていない

名鉄バス

※無回答を除く構成比

33.0

23.9

12.2

19.6

33.8

32.9

25.9

30.7

28.9

25.7

20.3

25.3

15.9

18.3

15.4

22.4

35.8

13.5

26.2

19.2

20.9

27.0

23.8

45.3

40.3

34.7

44.6

37.5

34.2

27.8

46.6

43.4

37.8

20.3

37.3

34.8

21.7

36.9

25.4

38.3

13.5

37.7

39.7

28.4

31.7

41.3

21.7

31.3

42.9

32.1

22.5

25.0

29.6

14.8

19.3

27.0

40.7

28.0

42.0

38.3

33.8

38.8

17.3

21.6

23.0

31.5

32.8

25.4

23.8

4.5

10.2

3.6

6.3

7.9

16.7

8.0

8.4

9.5

18.6

9.3

7.2

21.7

13.8

13.4

8.6

51.4

13.1

9.6

17.9

15.9

11.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①高齢者にとっての移動手段(n=106)

②障がいをもった方々にとっての移動手段(n=67)

③学生、生徒にとっての移動手段(n=49)

④子育て世代にとっての移動手段(n=56)

⑤自動車を利用できない時の移動手段(n=80)

⑥鉄道や路線バスが利用できない地域の方々にとっての移動手段(n=76)

⑦通勤や通学などの主に朝夕の移動手段(n=54)

⑧通院や買い物などの主に日中の移動手段(n=88)

⑨市役所などの主要な公共施設へ行くための移動手段(n=83)

⑩公民館などの地域の公共施設へ行くための移動手段(n=74)

⑪隣接市町にある施設に行くための交通手段(n=59)

⑫市内の各地域と駅を接続し、駅へ行きやすくすること(n=75)

⑬市内の各地域と主要施設を接続し、主要施設へ行きやすくすること(n=69)

⑭隣接市町を走るバスと接続し、市外へ行きやすくすること(n=60)

⑮市内をくまなく回り、市内を移動しやすくすること(n=65)

⑯利用が多いところを効率的に結び、そこではバスが便利に利用できること(n=67)

⑰決まった路線を決まった時間に走っていること(n=81)

⑱事前に予約をすると、自宅近くまで迎えにきてくれること(n=37)

⑲バス利用によって、交通事故を減らす役割(n=61)

⑳まちづくりと連携し、市を活性化させる役割(n=73)

㉑自動車交通を抑制し、道路混雑や環境負荷を軽減する役割(n=67)

㉒バス利用によって、交通事故を減らす役割(n=63)

㉓バスを走らせることで、いつまでも住み続けられる街とする役割(n=80)

果たしている やや果たしている あまり果たしていない 果たしていない

ひまわりバス

※判断できない、無回答を除く構成比

①

②

③

現況値 

目標値 

現況値 

目標値 

②

③
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<目標値３ 市内５拠点における公共交通利用者数の増加>

 第３次豊明市都市計画マスタープランで定められた市内５拠点への公共交通運行本数の増加によ

り、各拠点における１日あたりの公共交通利用者数の増加を想定した目標値を設定します。なお、

運行本数の設定に関しては、路線の維持を第一とするため、現況値以上とします。 

○各拠点における１日あたりの公共交通利用者数 

鉄道、名鉄バス、ひまわりバスのアクセス利便性や乗継利便性の向上による各種公共交通の利用者

数の維持及び増加を想定し、現況値に「各拠点に接続する公共交通の全体の目標にかかる現況値と

目標値の伸び率」を乗じたものを利用者数の目標値とします。 

[ 公共交通の年間利用者数の伸び率 ] 

拠   点 現況値 伸び率 目標値 

前後駅 21,065 人 鉄道＋名鉄バス＋ひまわりバス 108.9％ 22,940 人

豊明市役所 108 人 名鉄バス＋ひまわりバス 111.3％ 120 人

藤田保健衛生大学病院 314 人 名鉄バス＋ひまわりバス 111.3％ 350 人

豊明駅 4,888 人 鉄道＋ひまわりバス 109.1％ 5,330 人

中京競馬場前駅 9,487 人 鉄道＋ひまわりバス 109.1％ 10,350 人

※鉄道＋名鉄バス＋ひまわりバス：(1,351+143.4+25.7)万人/(1,244+135.0+16.8)万人×100＝108.9% 
名鉄バス＋ひまわりバス：(143.4+25.7)万人/(135.0+16.8)万人×100＝111.3% 
鉄道＋ひまわりバス：(1,351+25.7)万人/(1,244+16.8)万人×100＝109.1% 

<目標値４ 公共交通に関する情報提供数の増加>

公共交通に関する情報提供数の増加によるわかりやすさの向上により、わかりやすさに関する不満

度割合の改善を想定した目標値を設定します。 

電子媒体 紙媒体 

豊明市ホームページ  名鉄バスホームページ 

ＮＡＶＩＴＩＭＥ   駅すぱぁと for WEB 

豊明市コミュニティ（ジョルダン）   計 ５

ひまわりバス時刻表  名鉄バス時刻表 

計 ２

（例）Ｇｏｏｇｌｅ           ＋１

▼バスの満足度（再掲）

（資料：利用者アンケート） 

※５人中４人が乗り継ぎに関する情報や案内について 

「満足」「まあ満足」していることをめざす。→ 20.0％未満

8.5

8.6

32.0

36.0

23.7

12.2

24.0

26.2

27.3

10.5

10.8

11.9

40.6

49.1

58.5

52.1

59.6

48.5

66.7

50.4

58.1

54.1

61.9

59.0

32.2

31.2

8.0

7.9

12.9

26.1

7.3

17.5

11.3

24.9

22.0

23.9

18.7

11.1

1.5

4.0

3.8

13.2

2.0

5.9

3.2

10.5

5.3

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①運行本数(n=401)

②運行している時間帯(n=397)

③運行している曜日(n=388)

④バス停の位置(n=403)

⑤バス停の時刻表や経路案内の見やすさ(n=396)

⑥バス停の待合環境（屋根やベンチなど）(n=394)

⑦車内の案内表示のわかりやすさ(n=396)

⑧運賃(n=405)

⑨運転手の対応(n=406)

⑩乗り継ぎの際の待ち時間(n=342)

⑪乗り継ぎに関する情報や案内(n=323)

⑫総合的な満足度(n=402)

満足 まあ満足 やや不満 不満

バス利用者計

※無回答を除く構成比

27.3％ 

現況値 

目標値 

現況値 

目標値 
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<目標値５ 地域公共交通維持のための参加取組み・参加意向の向上>

 地域住民が主体となり公共交通をはじめとした議論を行うなど、地域で公共交通を育む組織の構築

数の増加により、公共交通に対する関心の向上を想定した目標値を設定します。 

○現在の組織数     

地域 団体数 

沓掛小学校区 １

沓掛小学校区 

３

豊明・中央小学校区 

舘・栄小学校区 

三崎・大宮・ 

唐竹・双峰小学校区 

▼地域公共交通の維持のための取組みに対する参加意向について（再掲） 

（資料：市民アンケート） 

※「公共交通を積極的に利用する」について、ひまわりバスの路線 

見直しや道路整備等の状況も踏まえ、半数以上の参加意向をめざす。→ 50.0％以上

43.2

12.4

8.6

33.2

5.3

18.5

4.2

14.7

0 10 20 30 40 50 60

公共交通を積極的に利用する

地域が開催する公共交通を活用したイベントに参加する

地域住民で協賛金（募金など）を募り、収入を増やす

企業の協賛金や広告費などを募り、収入を増やす

地域で公共交通について話し合う場や組織に参加する

地域が主体となり、地域の特性やニーズに応じた新たな公共交通を運行する

その他

無回答

（%）市計 (n=1387)

※複数回答

現況値 

目標値 

現況値 

目標値 
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７．計画の目標を達成するために行う事業・実施主体

１）地域公共交通ネットワークの形成 

本市がめざす交通将来像の実現に向け、各基本方針を踏まえた地域公共交通ネットワークを形成

します。ここでは、地域公共交通ネットワークの形成に向けた考え方を整理します。

①公共交通の機能分類 

地域公共交通ネットワークの形成にあたっては、本市の公共交通を路線機能に応じ、「都市間幹線」

「広域幹線」「市内幹線」「拠点連絡路線」「地域路線」の５種類に分類し、公共交通相互が連携を図

ることで、その路線機能を補完します。

本計画で位置づける公共交通は、乗合輸送を前提とします。公共交通の利用が困難な方について

は、日常生活及び社会生活を営む上で、安全、円滑、快適に移動することができるよう、行政が他

の個別施策と連動することで、合理的配慮に基づいた運用や交通施設（車両、駅、バス停、案内表

示、道路施設等）の整備及びその他必要な措置を講ずるものとします。また、一部地域に導入され

ているスクールバス等については、本計画における公共交通の対象外とし、必要に応じて行政の担

当部署により対応するものとしますが、その運行内容については、適宜情報を共有するものとしま

す。

表 公共交通の機能分類

なお、周辺市町のバスについては、市内を運行するバス路線との接続を図り、連携を強化します。

機能分類 路線機能 

都市間幹線 

鉄道が都市間幹線として機能します。

本市と名古屋方面、豊橋方面の市町を結び、通勤、通学、買物、観光等の広

域的な移動ニーズに対応します。

広域幹線 

路線バスが市域を超えた広域交流需要に対応します。

本市と名古屋市、東郷町、日進市等を結び、通勤、通学、買物、通院等の都

市間の移動ニーズに対応します。

市内幹線 

路線バスが市内の拠点間相互を連絡します。

都市拠点をはじめとした拠点相互を結び、通勤、通学、買物、通院等の移動

ニーズに対応します。

拠点連絡路線

ひまわりバスが拠点間相互を連絡します。

市内各拠点間及び市内主要施設を結び、買物、通院等の地区間の移動ニーズ

に対応します。

地域路線 

地域と各拠点を結び、広域幹線、市内幹線、幹線拠点、連絡路線に接続しま

す。

各地域のニーズに応じた移動手段により、地区内の様々な移動ニーズに対応

します。
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②地域公共交通ネットワークの形成方針 

地域公共交通の基本方針に基づく、地域公共交通ネットワークの形成方針を以下に示します。

【地域公共交通ネットワークの形成方針－１】 

 都市間幹線、広域幹線及び市内幹線は、各路線の機能を維持します。

図 地域公共交通ネットワークの形成方針－１

第３次豊明市都市計画マスタープラン 
でめざす将来都市構造 
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【地域公共交通ネットワークの形成方針－２】 

 拠点連絡路線は、市中心部の商業施設、名鉄前後駅、藤田保健衛生大学病
院といった市内の各拠点及び主要施設と、人口密集地を密に循環する路線
とします。 

図 地域公共交通ネットワークの形成方針－２

第３次豊明市都市計画マスタープラン 
でめざす将来都市構造 
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【地域公共交通ネットワークの形成方針－３】 

 地域路線は、地域が主体となって各地域の移動ニーズに応じた運行方式を
検討し、地域と行政が連携して運行します。また、生活圏を考慮して、隣
接市町への乗り入れを検討します。 

 道路の整備に合わせたバス路線の見直しを検討します。 

図 地域公共交通ネットワークの形成方針－３

第３次豊明市都市計画マスタープラン 
でめざす将来都市構造 
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【豊明市における地域公共交通のネットワークイメージ】 

地域公共交通ネットワークの形成方針より、豊明市における地域公共交通のネットワークイメー

ジを以下に示します。

地域公共交通ネットワークの考え方として、公共交通同士の重複を避けるものとします。また、

今後は、ネットワークイメージに基づいてひまわりバスの再編を実施していきます。

図 豊明市における地域公共交通のネットワークイメージ

第３次豊明市都市計画マスタープラン 
でめざす将来都市構造 
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図 地域公共交通の基本方針と地域公共交通ネットワークの形成方針

地域公共交通ネットワークの 

形成方針

 地域公共交通の基本方針 

 基本方針 2  

周辺市町との結びつきを強化し、

より密な連携を図る広域的な地

域公共交通ネットワークを形成

します。

基本方針 1

名鉄名古屋本線、路線バス、ひま

わりバス及びタクシー等の多様

な公共交通が相互に連携し、市内

の拠点相互及び各地域をつなぐ

公共交通体系を構築します。

基本方針 3

戦略的な公共交通施策の展開に

より、豊明市がめざすまちづくり

の実現を支援します。

 基本方針 4  

わかりやすく、誰もが安心して利

用できる公共交通サービスを提

供します。

 基本方針 5  

地域の特性に応じた公共交通の

維持活性化に向け、多様な主体の

連携・協働による地域公共交通を

育む仕組みを構築します。

 都市間幹線、広域幹線及び市

内幹線は、各路線の機能を維

持します。 

 拠点連絡路線は、市中心部の

商業施設、名鉄前後駅、藤田

保健衛生大学病院といった

市内の各拠点及び主要施設

と、人口密集地を密に循環す

る路線とします。 

 地域路線は、地域が主体とな

って各地域の移動ニーズに

応じた運行方式を検討し、地

域と行政が連携して運行し

ます。また、生活圏を考慮し

て、隣接市町への乗り入れを

検討します。 

 道路の整備に合わせたバス

路線の見直しを検討します。
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③サービス確保の考え方 

各公共交通の機能分類別のサービス確保の考え方を以下に示します。

表 公共交通の機能分類別のサービス確保の考え方

機能分類 サービス確保の考え方 運行主体 該当する路線 

都市間幹線 ・現行のサービス水準を維持します。 交通事業者 名鉄名古屋本線

広域幹線 ・現行のサービス水準を維持します。 交通事業者 名鉄バス

市内幹線 ・現行のサービス水準を維持します。 交通事業者 名鉄バス

拠点連絡

路線 

・概ね１時間に１本の運行頻度を確保します。

・各拠点において、都市間幹線、広域幹線、市内幹線、

地域路線との乗継利便性の確保に留意したダイヤを設

定します。

・運行時間帯は、各拠点及び主要施設の利用時間帯や行

き帰りの利便性を踏まえ設定します。

行政 ひまわりバス

地域路線

・運行形式は定時定路線またはデマンド型交通とし、地

域住民、行政が連携しながら、導入を検討します。

・サービス内容は地域のニーズや実状を踏まえ、地域が

主体的に設定します。

・広域幹線、市内幹線、拠点連絡路線との競合を回避し

たルート及びダイヤを設定します。

・広域幹線、市内幹線、拠点連絡路線との乗継利便性の

確保に留意したダイヤを設定します。

地域・行政 ―

・個別の移動ニーズに柔軟に対応するとともに、その他

公共交通が運行していない地域や時間帯における移動

ニーズに対応します。

交通事業者 タクシー
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④公共交通の乗継環境と運賃体系 

公共交通相互が連携を図る地域公共交通ネットワークの形成に向け、各公共交通の運行サービス

の設定だけでなく、乗継利便性を考慮した乗継環境の整備やわかりやすく利用しやすい運賃体系の

設定が重要となります。ここでは、乗継環境の整備及び運賃体系の設定の考え方を整理します。

■乗継環境の整備の考え方 

【乗継への配慮】 

・バス路線相互の連携を高めるため、バス路線相互の乗継ぎにおいては、遅延時におけるバス待

ちルールを設定するなど、バス路線相互の乗継ぎが円滑に行えるように配慮します。

【乗継案内、情報提供】 

・乗り継いで行くことができる「目的地」や「乗継先の路線」の情報が車内やバス停等で確認で

きるなど、利用者への適切な情報提供に留意します。

・バスロケーションシステムを導入し、主要施設や主要バス停でのモニターによる運行情報の提

供を図ります。

【乗継抵抗の軽減】 

・バス路線相互の乗継ぎにおいては、極力短い時間で乗継ぎが可能となるようなダイヤ設定に留

意します。

・乗継ぎにより運賃負担が増大しないよう、割引制度を検討します。

・市内各拠点において、風除けやベンチ等の待合環境を整備することで、乗継利便性を向上しま

す。

■運賃体系の設定の考え方 

【運賃体系の設定】 

・都市間幹線、広域幹線、市内幹線については、現状どおり対距離制運賃とします。

・拠点連絡路線については、現状どおり均一運賃とします。

・地域路線におけるバス交通又はデマンド型交通は、地域ニーズを踏まえた運賃体系を設定しま

す。ただし、バス路線やタクシー等の運賃と整合を図るものとします。 

表 運賃設定の考え方

機能分類 該当する路線 運賃体系 

都市間幹線 名鉄名古屋本線 対距離制運賃 

広域幹線 名鉄バス等 対距離制運賃 

市内幹線 名鉄バス 対距離制運賃 

拠点連絡路線 ひまわりバス 均一運賃 

地域路線 
バス交通又はデマンド型交通 地域ニーズ等を踏まえ設定 

タクシー 対距離制運賃 
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２）地域路線の導入に向けた取り組み 

地域路線の導入にあたっては、導入の要望が挙がった地域において、本計画の基本方針や地域公

共交通ネットワークの形成方針に基づき、以下のフローに示すように、地域住民と行政が連携しな

がら、導入に向けた検討及び導入後の運行を行います。

なお、導入にあたっての具体的な判断基準等については、豊明市地域公共交通活性化協議会にて

検討します。

図 地域路線導入フロー

問題あり

本格運行

本格運行の運行評価

運行内容の改善検討

実証実験の運行評価

本格運行計画の検討・作成

問題なし

行
政
に
よ
る
支
援

運行実証実験計画の検討・作成

地域からの導入要望

実証実験

地
域
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
実
施

地
域
組
織
（
地
域
住
民
）
が
主
体
的
に
実
施

地域との話し合い・人材発掘

地域特性の把握・既存交通サービスの評価

本格運行への移行

地域組織の立上げ

既存交通の改善対応既存交通対応不可

地域交通改善検討組織の立上げ
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各主体の代表者より構成される豊明市地域公共交通活性化協議会と地域住民の協働により、便利

に移動できる公共交通を育む、地域主体組織の体制を整えるとともに、連携を強化することで、地

域住民・行政・交通事業者が三位一体となった公共交通の維持・活性化に努めます。 

ここでは、豊明市地域公共交通活性化協議会と地域主体組織の役割をまとめます。 

表 豊明市地域公共交通活性化協議会と地域主体組織の役割

役割 関係主体 

豊明市地域 

公共交通 

活性化協議会 

・各主体の代表者より構成します。 

・地域主体組織で議論され提案された意見につい

て、検討・承認します。 

・公共交通全体の計画・事業の推進、計画の進捗

管理、実施状況の点検・評価等を実施します。 

・各事業主体は、個別事業の予定・進捗・評価・

改善策等について実績報告を行います。 

・必要に応じて、各事業主体の実績報告に対する

意見交換や提言を行います。 

・市民 

・地域団体（自治会や商店街等）

・交通事業者（鉄道、バス、タクシー）

・企業 

・行政（国、県、市、等） 

地域主体組織

・豊明市、交通事業者の支援の下、地域住民が主

体となって活動します。 

・立上げ時は既存の自治会、商店街、老人会、子

ども会等の地域住民により組織された団体や協

力に積極的な地域住民が中心となり、行政の支

援のもと組織化を検討します。 

・生活圏を形成する地域単位に組織します。 

・地域が抱える交通問題の実態や交通に関する要

望を把握します。 

・バスの利用促進の取り組みを主体的に検討・実

施します。 

・既存路線について、豊明市地域公共交通活性化

協議会で検討・作成した評価指標を用いて個別

路線の評価を実施します。 

・評価結果や地域の要望を踏まえ、課題解決のた

めの改善策や路線・バス停位置・時刻等の見直

し案を検討します 

・検討した意見を豊明市地域公共交通活性化協議

会に提案します。 

【活動主体】 

・地域住民 

・地域団体 

【支援団体】 

・行政（主に市） 

・交通事業者（鉄道、バス、タクシー）

 なお、地域主体組織の組織化にあたっては、豊明市地域公共交通活性化協議会での議論を踏まえる

とともに、必要に応じて条例等の整備も検討します。 
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３）公共交通の利用促進策 

公共交通の利便性を高めるための環境整備と併せて、利用促進や啓発などの事業を実施し、市民

の理解を深め、公共交通を育んでいく必要があります。

なお、公共交通の利用促進・啓発事業の対象者は、豊明市を訪れる観光客なども含めるものとし

ます。

①公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 

・駅やバス停での案内表示の充実

・乗継拠点における総合案内板の設置

・市広報紙や市ホームページへの情報掲載の充実

・公共交通を利用していない人への情報提供

・転入者等を対象にした路線図・時刻表の配布

・観光客等を対象にした路線図・時刻表の配布

・公共交通マップ及びわかりやすい路線・時刻表の表示

・わかりやすいバス車両、バス停等への路線表示

・バスロケーションシステムの導入・継続運用

○ 交通事業者の支援の下、行政が主体となって積極的に公共交通利用に係る情報を提供します。

○ 行政と交通事業者の連携の下、わかりやすい公共交通案内を実施します。

＜主要施設でのバスロケーションシステムの導入（安城市）＞ 

 安城市では、コミュニティバスに対しバスロケーシ

ョンシステムを導入しています。特に病院等の主要バ

ス停に設置されているディスプレイにバスロケーシ

ョンシステムと連動した運行ダイヤや乗継情報が映

し出されています。 

                           資料：安城市総合交通会議資料 
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②公共交通の利用を誘導する事業 

・商業施設利用者へのバス運賃割引制度の導入

・バス利用者への商業施設利用の割引制度（又はポイント）の導入

・小学校等での親子で参加できるバスの乗り方教室等の実施

・交通すごろく等のゲームを通じた教育の実施

・乗継券発行の継続 ・イベント、企画切符の導入

・回数券の導入 ・バスとタクシーの乗継割引の検討

・観光タクシーの導入

・高齢者定期券の継続 ・免許返納者に対する優遇措置の継続

・障がい者、要介護者向けのタクシーチケット配布の継続

・市民サポーターによる利用案内、乗り降りの補助等

・老人クラブをはじめとした各種団体へのバス利用説明会の開催、バスの試乗企画等の実施 

・地域による地域限定時刻表（マイ時刻表）の作成

・乗継拠点等における乗継・待合環境の改善

・各拠点におけるにぎわいの創出

＜交通すごろくの実施（ひたちなか市）＞ 

 ひたちなか市では、小学校高学年を対象とした交通すごろくを実施し、自動車と公共交通の関係

を、ゲームを通して学ぶ機会を創出しています。 

資料：日本モビリティ・マネジメント会議ホームページ 

○ 行政、企業、交通事業者の連携の下、商業施設との連携を図ります。

○ 行政、教育機関、交通事業者の連携の下、教育機関との連携を図ります。

○ 行政と交通事業者の連携の下、割引運賃や企画切符等の導入を進めます。

○ 行政が主体となって、高齢者に向けた環境整備と制度の拡充を推進します。

○ 行政の支援の下、市民が主体となって、公共交通の利用促進を図ります。

○ 交通事業者の支援の下、行政が主体となって、待合・乗継・乗降環境の改善を図ります。
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③バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 

・市の各種イベント時における公共交通の利用促進キャンペーン

・商業振興、観光振興を目的とする関係団体との連携

・公共交通の車内広告、駅やバス停のネーミングライツなど、企業などと連携した取り組みの実

施

・バス車内での歴史・観光案内

・駅やバス停周辺の清掃、緑化などの環境整備

○ 関係団体の支援の下、行政が主体となって、関係団体との連携による公共交通の利用促進を

図ります。

○ 企業や関係団体の支援の下、行政が主体となって企業と連携した取り組みを実施します。

○ 市民と行政の連携の下、市民による各種活動を実施します。

＜駅沿線でのウォーキング企画（名古屋鉄道）＞ 

 名古屋鉄道では、定期的に「名鉄ハイキ

ング」と題した駅沿線でのウォーキング企

画を地元の観光協会等と協力して開催し

ています。 

                           資料：名古屋鉄道ホームページ 
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４）各事業の着手時期・実施期間及び事業主体 

計画の目標を達成するために行う各事業のスケジュールは、以下に示すとおりです。各事業については、豊明市地域公共交通活性化協議会がとりまとめを行い、個別事業については、各実施主体が進捗管理等を行うものとし

ます。

表 事業実施スケジュールと実施主体

検討・準備 実施

H29 H30
下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

都市間幹線 名鉄名古屋本線 （適正なサービスの提供・継続） 交通事業者

広域幹線 名鉄バス （適正なサービスの提供・継続） 交通事業者

市内幹線 名鉄バス （適正なサービスの提供・継続） 交通事業者

拠点連絡路線 ひまわりバス （路線再編） 行政・交通事業者

地域主体バス （導入検討・運行） 住民・行政・交通事業者

タクシー （適正なサービスの提供・継続） 交通事業者

２）地域路線の導入に
　　向けた取り組み

地域主体組織の立上げ 住民・行政・交通事業者 基本方針５

行政・交通事業者

行政・交通事業者

行政・企業・交通事業者

行政・教育機関・交通事業者

行政・交通事業者

行政・交通事業者

市民・行政

行政・交通事業者

行政・関係団体

行政・関係団体

市民・行政

事業名 事業内容 実施主体
該当する
基本方針

H31 H32 H33

１）地域公共交通
　　ネットワークの形成

基本方針１
基本方針２
基本方針３
基本方針４
基本方針５

地域路線

地域主体組織の立上げ

３）公共交通の利用促進策

公共交通に関する
わかりやすい情報を
提供する事業

公共交通利用に係る積極的な情報提供

基本方針４
基本方針５

わかりやすい公共交通案内

公共交通の利用を
誘導する事業

バスへの愛着
（マイバス意識）を高める
事業

関係団体との連携による公共交通の利用促進

企業と連携した取り組み

市民による各種活動の実施

商業施設との連携

教育機関との連携

割引運賃・企画切符等の導入

高齢者に向けた環境整備と制度の拡充

市民が主体となった公共交通の利用促進

待合・乗継・乗降環境の改善
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各事業については、実施主体が関係者との連携を図りつつ、責任をもって事業を推進します。

図 各実施主体が推進する事業（1/2）

実施主体 主体的に実施する事業 連携・協力する事業 

交
通
事
業
者

名古屋鉄道 
・名鉄名古屋本線の適正なサービス

の提供・継続 

・各事業の実施に対する連携・協力

名鉄バス 
・名鉄バス路線の適正なサービスの

提供・継続 

・各事業の実施に対する連携・協力

名古屋市交通局 ― ・各事業の実施に対する連携・協力

タクシー事業者 

（東名交通、豊明交通）

・タクシーの適正なサービスの提

供・継続 

・各事業の実施に対する連携・協力

交通事業者全般 ―

・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・公共交通利用に係る積極的な情報

提供 

・わかりやすい公共交通案内 

・教育機関との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

・商業施設との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

・割引運賃・企画切符等の導入 

・高齢者に向けた環境整備と制度の

拡充 

・待合・乗継・乗降環境の改善 

関
係
団
体

教育機関 ―
・教育機関との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

企業 ―

・商業施設との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

・企業と連携した取り組み 

地域団体 

（自治会、商店街等）
―

・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・各事業の実施に対する連携・協力

関係団体 

（老人クラブ、女性の

会、子供会、福祉団体等）

―

・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・関係団体との連携による公共交通

の利用促進 

・各事業の実施に対する連携・協力
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図 各実施主体が推進する事業（2/2）

実施主体 主体的に実施する事業 連携・協力する事業 

市
民
・
住
民

市民 

・市民が主体となった公共交通の利

用促進 

・市民による各種活動の実施 

・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・各事業の実施に対する連携・協力

地域主体組織 
・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・各事業の実施に対する連携・協力

行
政

国・県 ― ・各事業の実施に対する連携・協力

豊明市 

・ひまわりバスの運行・路線再編 

・公共交通利用に係る積極的な情報

提供 

・わかりやすい公共交通案内 

・教育機関との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

・商業施設との連携による公共交通

の利用を誘導する事業 

・割引運賃・企画切符等の導入 

・高齢者に向けた環境整備と制度の

拡充 

・待合・乗継・乗降環境の改善 

・関係団体との連携による公共交通

の利用促進 

・企業と連携した取り組み 

・地域主体組織の立ち上げ 

・地域主体バスの導入検討・運行 

・市民が主体となった公共交通の利

用促進 

・市民による各種活動の実施 

・各事業の実施に対する連携・協力
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８．計画の達成状況の評価に関する事項

１）評価・検証の基本的考え方 

・豊明市地域公共交通網形成計画の評価は、計画策定翌年度から毎年実施する事業単位での評

価・検証と、目標年次におけるネットワーク全体での評価・検証をＰＤＣＡサイクルに基づ

き実施します。 

・各事業については、その事業の実施主体が事業単位での計画・実施・評価・検証を実施しま

すが、評価指標及び評価基準は豊明市地域公共交通活性化協議会での協議を踏まえ設定しま

す。また、評価基準が達成できていない場合は、その要因を分析し、改善策を検討します。 

・ネットワーク全体での評価・検証は、本計画の達成状況を検証するため、評価指標及び評価

基準に基づき目標年次に実施します。評価基準が達成できていない場合は、その要因を分析

し、改善点を検討・実施します。 

図 公共交通ネットワーク及び路線単位のＰＤＣＡサイクル

個別事業の実施及び事業単位での評価（Do）

ネットワーク全体での
評価・検証（Check） 

豊明市地域公共交通網形成計画の策定（Plan）

事業の実施（Do） 

豊明市地域公共交通活性化協議会 

事業計画の作成（Plan） 

豊明市地域公共交通網形成
計画の見直し（Action）

改善策の検討
（Action）

事業単位での
評価・検証
（Check）

平成29年度

平成33年度

各事業の実施主体が実施
平成 29～33 年度の毎年
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２）事業単位での評価・検証 

事業単位での評価・検証については、事業計画を作成した段階で、地域公共交通活性化協議会に

おいて評価指標及び評価基準の調整を行います。また、評価基準が達成できていない場合は、多様

な視点（下表）による総合的な分析により、その要因を明らかにするとともに、分析結果を踏まえ

た改善策を検討します。

なお、公共交通の運行に関する事業は、以下に示す評価指標及び評価基準を設定しますが、ひま

わりバスについては、路線再編を行う段階で評価指標及び評価基準を見直します。

表 事業単位での評価・検証のうち、公共交通の運行に関する事業における評価指標

評価指標 評価基準 

年間利用者の増加人数 

名鉄名古屋本線 15 万人／年以上の増加  

名鉄バス 1.3 万人／年以上の増加  

ひまわりバス 1.1 万人／年以上の増加  

配車に関する苦情件数 タクシー 現状未満 

※ 「年間利用者数の増加人数」の評価基準は、名鉄名古屋本線及び名鉄バスについては最近 5年間（H23

～H27）の利用者数推移により、ひまわりバスについては現在の路線となった最近 3年間（H25～H27）

の利用者数推移により１年あたりの増加人数を算出。 

※ 名鉄名古屋本線は市内 3駅での乗降客数 

表 評価基準が達成できていない要因を分析する際の視点

視点１ 市民や利用者のニーズに合ったサービスが提供されているか？

利用者数（需要）と輸送力（供給）
のバランスを検証 

 需要に応じたルート・ダイヤ設定となっているか？ 
 需要に応じた車両選択となっているか？ 

地域の取り組みを検証  地域による取り組みは実施されているか？ 

サービスの妥当性を検証  定性なサービスが確保されているか 

ネットワークの妥当性を検証 

 需要に応じたネットワークとなっているか 

 他路線と競合関係にないか？ 

 乗り継ぎ抵抗の軽減は図られているか？ 

視点２ 公共交通が利用され、一定の費用効率が確保されているか？

利用者数と運行経費の 
バランスを検証 

 利用者数は増加しているか？ 

 費用効率が極端に悪化していないか？ 

 市財政に対する負担は適切か？ 

視点３ 運行目的は達成されているか？

運行目的の達成状況を検証 

 公共交通が利用できる環境にあるか？ 

 各路線が期待される役割を果たしているか？ 

 運行目的に合った利用がされているか？ 

安心・安全の観点から検証  運行上の問題が発生していないか？ 


